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認知症も、ほかの病気と同じように 早期に発見し受診すること が重要です

広
げ
よ
う
　
オ
レ
ン
ジ
の
輪
ほ
っ
と
か
へ
ん
で
！
認
知
症

特集

　

皆
さ
ん
は
、
認
知
症
と
い
う
病
気
を
持

つ
人
と
接
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　

65
歳
以
上
の
15
％
は
認
知
症
患
者
と

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
（
※
）
が
、
こ
れ

を
彦
根
市
の
人
口
に
換
算
す
る
と
約
３
、

８
０
０
人
の
人
が
認
知
症
を
患
っ
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
と
ま
で
は
言
え
な
い
け

れ
ど
、
も
の
忘
れ
が
あ
る
状
態
の
軽
度
認

知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
と
推
定
さ
れ
て
い
る

人
の
割
合
は
13
％
で
す
。

　

つ
ま
り
、
65
歳
以
上
の
４
人
に
１
人
は

何
ら
か
の
も
の
忘
れ
の
症
状
が
あ
る
こ
と

に
な
り
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、
認
知
症
は

他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
本
人
の
意
思
が
尊

重
さ
れ
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域

の
環
境
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
が
認
知
症
と
い
う

病
気
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ
先　

医
療
福
祉
推
進
課

☎
24-

０
８
２
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
８
７
０
番

「
認
知
症
」
の
実
情

◀
楠
瀬　

桃
子
（
く
す
の
せ　

も
も
こ
）
さ
ん

　
（
城
北
小
学
校
６
年
生
〈
当
時
〉）
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

認知症は脳の「病気」です　認知症の２つの症状

中核症状
脳の細胞が死んでしまい起こる症状

行動・心理症状
心の状態や性格、環境によって出る症状

▶新しいことが覚えられない
▶すぐ忘れてしまう
▶月日や年月、場所、人がわからなくなる
▶考えるスピードがゆっくりになる
▶２つ以上のことが重なるとうまく処理できなくなる

▶不安な気持ちや焦りを抱えている　
▶自信を失い、すべてが面倒に…
▶道に迷って家に帰れなくなってしまう…

　「認知症はどうせ治らない病気だから、医療機関に行っ
ても仕方がない」という誤った考え方や、「いつもと少し
違うけど、いずれいつもの調子に戻るだろう」といった
思いを持ちながら時間が経過すると、症状が進行し、生

活上のトラブルも増えていくことが予想されます。
　「あれ？おかしいな」というサインに早く気づき、受診
し、治療を開始することは、その後の生活を左右する非
常に重要なことです。

公益社団法人認知症の人と
家族の会

滋賀県支部副代表
小宮　俊昭さん

　

母
が
89
歳
の
時
、
深
夜
頻
繁
に
電
話
を

か
け
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
お
か
し
い
な

と
思
い
、受
診
し
た
ら
、ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
の
認
知
症
で
し
た
。

　
「
あ
れ
、
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
、

早
く
受
診
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

早
期
の
受
診
で
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
も
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら

の
生
活
を
ど
う
す
る
か
家
族
で
相
談
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

私
も
、
認
知
症
と
い
う
病
気
を
“
早
く

か
ら
”
正
し
く
知
り
、
母
が
安
心
す
る
対

応
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
母
お
よ
び
自

分
自
身
も
穏
や
か
な
日
々
を
送
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
病
気
で
も

そ
う
で
す
が
、「
早
期
発
見
・
早
期
受
診
」

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

おかしいと感じたら
すぐに受診を

早期発見
３つのメリット

※
出
典
・「
都
市
部
に
お
け
る
認
知
症
有
病
率
と

認
知
症
の
生
活
機
能
障
害
へ
の
対
応
」（
平
成

25
年
５
月
）
お
よ
び
『「
認
知
症
高
齢
者
の
日

常
生
活
自
立
度
」
Ⅱ
以
上
の
高
齢
者
数
に
つ

い
て
』（
平
成
24
年
８
月
）

９年前に母の介護を始める。
８年の間介護を行い、昨年自宅
で母を看取る。

治る病気や一時的な症状の場合があります
〈代表的な病気〉正常圧水頭症、慢性硬膜下血腫、

甲状腺ホルモン異常など

１

！

▲認知症サポーター養成講座

？？そもそも
認知症って？

あなたも認知症サポーターに！

　認知症サポーターは、認知症について正しく理解し、偏見を持たず、認知症とい
う病気をもつ人やその家族の応援者です。市では「認知症サポーター」になるため
の「認知症サポーター養成講座（認知症を知る出前講座）」を実施しています（５名以上
のグループから）。講座は無料です。お申し込みは、 医療福祉推進課まで。

認知症サポーターになる

には、年齢や資格は関係

ありません。

まわりの人の助けが
あればよくなります

性格や素質、環境・心理
状態などの要因

　私の祖母
も認知症

でした。母

が主に介
護をして

いて、父や
私

たち兄弟
はあまり

何もでき
ず、

祖母を亡
くしまし

た。認知症
の

理解も満足
にないまま

で。

　現在、私
は高校生

ですが、
今

でもあの
当時のこ

とを思う
と後

悔がわいて
きます。

　ですか
ら今、家族

や近くに
認

知症の方が
いれば、そ

の人の日々

や病気の
ことを理

解して、温
か

く見守って
ください。

彦根東高校
１年生（当

時）より

学生認知症サポーター
からのメッセージ

認知症サポーターの証
オレンジリング

症状の進行などの見通しを立てて、
いろいろな準備ができます。

じっくりと今後の生活環境を
整えていくことができます

３
薬の使用のほか、周りの人々が病気を理解
し、早くから適切な対応をすることが大切
です。

症状の進行を遅らせることが
できる場合があります

２
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特
集

平成 27 年度スタート　　　　　　　　　　　　　　　　　認知症に関する彦根市の新たな取り組み

早
期
の
気
づ
き
や
受
診
、
早
期
支
援

（
対
応
）
の
充
実
や
相
談
・
交
流
が
で
き

る
場
所
づ
く
り
の
た
め
、
新
た
に
次
の

３
つ
の
こ
と
に
取
り
組
み
ま
す
。

そ
の
１

『
彦
根
市
認
知
症

Ｈ
Ｏ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
開
設
』

次
の
こ
と
を
行
い
ま
す
。

▼
認
知
症
に
つ
い
て
、
多
く
の
人
に
正
し

く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
啓
発
活
動

▼
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
設
置

（
今
秋
以
降
）

▼
認
知
症
カ
フ
ェ
運
営
（
５
ペ
ー
ジ
）
に

関
す
る
参
画

※
活
動
は
「
医
療
法
人
湖
葉
会 

（
す
み
よ
し

ク
リ
ニ
ッ
ク
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）」
に

委
託
し
て
い
ま
す
。

 認知症初期集中支援チームとは

早期発見・早期支援を目的として、医療
や介護、福祉の専門職が地域包括支援セン
ターなどと連携しながら家庭訪問を行いま
す。その上で、一人ひとりの
状況に合わせて支援の方向性
を検討し、自立した生活のサ
ポートを集中的に行います。

サポートセンターを運営する
医療法人　湖葉会理事長
すみよしクリニック
医師　住吉　健一さん

あなたの近くの
相談窓口

施　設　名 担　当　学　区 電　話　番　号 Ｆ　Ａ　X　番　号

地域包括支援センターすばる
鳥居本 ☎ 21 − 5412 21 − 5464

城東・佐和山 ☎ 24 ー 0494 24 − 0408

地域包括支援センターハピネス
城西・城北 ☎ 27 − 6702 21 − 0302

金城・平田 ☎ 21 − 3555 22 − 2841

地域包括支援センターゆうじん 城南・高宮・旭森 ☎ 21 − 3341 21 − 3306

地域包括支援センターきらら 城陽・若葉・河瀬・亀山 ☎ 28 − 9323 28 − 9322

地域包括支援センターいなえ 稲枝東・稲枝北・稲枝西 ☎ 43 − 7616 43 − 6711

そ
の
２

『
認
知
症
早
期
気
づ
き
キ
ャ
ラ
バ
ン
』

脳
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
付
き

ほ
っ
と
か
な
い
　
認
知
症
講
座

そ
の
３

『
認
知
症
Ｈ
Ｏ
Ｔ
カ
フ
ェ
ん
de
』

い
ろ
い
ろ
な
人
が
集
ま
り
、

わ
か
り
あ
う
場
所

認
知
症
カ
フ
ェ

パ
ネ
ル
を
タ
ッ
チ
し
て

脳
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
を
は
じ
め
と
す

る
認
知
症
の
予
防
に
関
す
る
講
座
の

後
、
希
望
す
る
人
に
は
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
を
用
い
て
、
も
の
忘
れ
の
有
無
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
る
出
前
講

座
を
８
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　

講
座
を
希
望
す
る
グ
ル
ー
プ
は
、
住

ん
で
い
る
学
区
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
日

程
は
第
３
希
望
ま
で
）。

　

本
人
や
家
族
・
介
護
者
、
住
民
、
医

療
や
福
祉
に
携
わ
る
専
門
職
の
誰
も
が

参
加
し
、
交
流
や
相
談
、
認
知
症
に
関

す
る
情
報
発
信
な
ど
を
行
う
場
を
オ
ー

プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

　
「
Ｈ
Ｏ
Ｔ
カ
フ
ェ
ん
de
（
ほ
っ
と
か
へ

ん
で
）」
と
い
う
言
葉
に
は
、
認
知
症

と
い
う
病
気
を
放
置
し
な
い
思
い
と
あ

た
た
か
く
サ
ポ
ー
ト
す
る
カ
フ
ェ
と
い

う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
の
際
に
は
改
め
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

本人が自ら活動し、
楽しめる場所として…

住民同士の交流の場所
として…

家族・介護者が
わかりあえる人と

出会える場所として…

認知症への理解を深める、
相談する場所として…

大切なことは
発症予防・早期発見

強
い
彦
根
へ

‒

私
の
思
い‒ ６

彦
根
市
長

　大
久
保
　貴

　

平
成
９
年
か
ら
彦
根
で
診
療

し
て
い
ま
す
。
長
年
診
て
い
る

患
者
さ
ん
が
認
知
症
に
な
る
と
、

も
っ
と
早
く
診
断
、
発
症
予
防

で
き
な
か
っ
た
の
か
と
考
え
て

し
ま
い
ま
す
。

　

現
在
、
認
知
症
に
使
用
で
き

る
薬
は
症
状
の
進
行
を
抑
え
る

も
の
だ
け
で
、
完
全
に
治
す
薬

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
認
知

症
は
生
活
習
慣
病
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
薬
物
療
法
と

共
に
生
活
習
慣
改
善
を
目
的
と

し
た
、
非
薬
物
療
法
、
つ
ま
り

介
護
が
重
要
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

現
在
の
医
療
だ
け
で
は
認
知

症
の
完
全
治
療
は
困
難
で
す
。

大
切
な
こ
と
は
、
発
症
予
防
と

認
知
機
能
維
持
で
す
。
非
薬
物

療
法
（
介
護
）
の
中
心
で
あ
る
運

動
や
食
事
療
法
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
必
要
と
す
る
社
会
参

加
や
余
暇
、
精
神
活
動
が
、
発

症
や
認
知
機
能
低
下
の
予
防
に

役
立
つ
と
い
う
報
告
が
数
多
く

見
ら
れ
ま
す
。

　

認
知
症
を
診
る
に
は
医
療
の

み
で
は
十
分
な
対
応
は
で
き
ず
、

医
療
と
介
護
の
両
輪
で
初
め
て

前
に
進
む
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
彦
根
市
認
知
症
Ｈ
Ｏ

Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
運
営

で
は
、
医
療
と
介
護
が
密
に
連

携
し
、
支
援
の
必
要
な
認
知
症

が
疑
わ
れ
る
人
を
早
期
に
発
見

し
、
対
応
を
す
る
こ
と
が
特
に

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を

増
や
し
、
市
民
向
け
の
啓
発
活

動
を
通
し
て
、
認
知
症
へ
の
理

解
を
深
め
る
た
め
の
普
及
活
動

の
促
進
、
早
期
発
見
・
早
期
対

応
の
た
め
の
支
援
体
制
の
構
築

に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

「地域包括支援センター」は、高齢者の相談窓口としての役割を担ってい
ます。まずはお気軽にご相談ください。

広げよう オレンジの輪 ほっとかへんで！認知症

認
知
症
と
向
き
合
う
こ
と

は
、
実
に
大
変
で
す
。
本
人
は

も
と
よ
り
、
家
族
に
と
っ
て
も

大
き
な
試
練
で
す
。

認
知
症
は
、
程
度
の
差
こ
そ

あ
れ
、
他
人
事
で
は
済
ま
さ
れ

な
い
も
の
な
の
だ
と
私
は
思
っ

て
い
ま
す
。
最
近
は
、
医
学
的

に
も
少
し
ず
つ
解
明
が
進
ん
で

い
る
よ
う
で
す
が
、
症
状
の
改

善
や
進
行
を
食
い
止
め
る
の
は

至
難
の
業
と
の
印
象
を
持
っ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

彦
根
市
で
は
県
下
で
初
め
て
事

業
者
や
警
察
と
共
に
高
齢
者
の

安
全
・
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

築
く
事
業
を
始
め
ま
し
た
。
ほ

か
に
も
認
知
症
出
前
講
座
や
家

族
が
語
り
合
う
サ
ロ
ン
の
運

営
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
登

録
な
ど
の
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
既

に
大
勢
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

難
し
い
問
題
で
あ
れ
ば
こ

そ
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
認

知
症
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
、
皆
さ
ん
と
共
に
、
で
き
る

だ
け
の
対
応
を
今
後
も
進
め
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
に
加
入
の
皆
さ
ん
へ

口市
保
険
年
金
課

医
療
費
が
高
額
に
な
る
場
合

入
院
や
通
院
で
毎
月
の
医
療
費

が
高
額
に
な
る
場
合
、
あ
ら
か
じ

め
「
限
度
額
適
用
認
定
証
（
認
定

証
）」
な
ど
を
提
示
す
れ
ば
、
窓
口

で
の
自
己
負
担
額
の
支
払
い
を
一

定
限
度
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
た
だ
し
、
保
険
適
用
外
の
部

分
は
自
己
負
担
が
必
要
で
す
）

認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
た
め

に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
限
度
額

病
院
に
支
払
う
自
己
負
担
額

（
月
当
た
り
）
に
は
上
限
が
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
上
限
額
は
年

齢
や
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
異

な
り
ま
す
。

▼
認
定
証
の
交
付
の
対
象

70
歳
以
上
の
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
人
、
70
歳
未
満
の
人

▼
手
続
方
法

印
鑑
・
保
険
証
を
持
っ
て
、

保
険
年
金
課
、
支
所
、
各
出
張

所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
す
で
に
認
定
証
を
お
持
ち
の
人

（
認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て
）

現
在
お
持
ち
の
認
定
証
の
有
効

期
限
は
、
原
則
７
月
31
日
ま
で

で
す
。
８
月
以
降
の
更
新
に
必

要
な
手
続
き
は
次
の
と
お
り
で

す
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
人　

再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

保

険
年
金
課
ま
た
は
支
所
、
各
出

張
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
の
人

更
新
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
平
成
27
年
度
も
続
い
て
住

民
税
が
世
帯
全
員
非
課
税
の
人

に
は
、
８
月
以
降
の
認
定
証
を

新
年
度
の
保
険
証
に
同
封
し
て
、

７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

▼
限
度
額
を
超
え
て
医
療
費
を
支

払
わ
れ
た
場
合

限
度
額
を
超
え
て
支
払
っ
た
医

療
費
は
、
高
額
療
養
費
と
し
て

還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
請
求
手
続
き
に
は
領
収
書

の
原
本
が
必
要
で
す
の
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。（
対
象

者
に
は
通
知
を
送
付
し
ま
す
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

保
険

　

年
金
課
☎
30-

６
１
１
２
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

２
２
２
０
番

し
た
。（
平
成
26
年
４
月
～
同
27
年
３

月
受
付
分
）

内
容
別
件
数
で
は
、
左
表
の
と

お
り
都
市
建
設
部
関
連
の
意
見
が

最
も
多
く
、
そ
の
内
容
は
道
路
の

お
待
ち
し
て
い
ま
す

市
政
へ
の
意
見
・
提
言

口市
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　

彦
根
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
市
政
へ
の
参
加
を
さ
ら
に
進
め

て
い
く
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
考
え
を
お
聴
き
す
る
「
市
政
へ

の
意
見
・
提
言
」
の
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

彦
根
市
の
進
め
て
い
る
施
策
や

事
業
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
建
設
的
な
意
見
・
提
言
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
可
能
な

限
り
、
担
当
部
署
か
ら
文
書
・

電
話
な
ど
で
回
答
し
ま
す
。

▼
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
く
ま
で

に
、
１
か
月
程
度
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▼
匿
名
の
場
合
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
。

意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
方
法

郵
送
の
場
合

市
政
に
対
し
て
の
意
見
を
、
左

の
封
筒
の
裏
面
に
書
い
て
く
だ
さ

い
。記

入
後
、封
筒
を
切
り
取
っ
て
、

隅
の
「
の
り
し
ろ
」
で
貼
り
合
わ

せ
て
ポ
ス
ト
へ
投
か
ん
し
て
く
だ

さ
い
。
切
手
は
貼
ら
ず
に
そ
の
ま

ま
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
封
筒
は
広

報
ひ
こ
ね
に
年
２
回
掲
載
し
て
い
ま

す
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
投
稿
す
る
場
合

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
市

政
情
報
」
→
「
意
見
・
提
言
を
投

稿
す
る
」
の
リ
ン
ク
か
ら
入
り
、

専
用
の
入
力
フ
ォ
ー
ム
に
意
見
な

ど
を
書
い
て
送
信
し
て
く
だ
さ

い
。

昨
年
度
の
集
計
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　
「
市
政
へ
の
意
見･

提
言
」
に
、

１
年
間
で
２
０
８
人
の
皆
さ
ん
か

ら
２
７
３
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま

整
備
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
で
し

た
。（
意
見
の
内
容
に
よ
り
、
複
数
の

部
課
が
回
答
、
拝
読
し
て
い
る
場
合
が

あ
り
、
意
見
総
数
よ
り
内
訳
別
の
表
の

総
件
数
は
多
く
な
っ
て
い
ま
す
）

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
「
意
見･

提
言
」
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
に
根
ざ
し
た
意
見
、
提
言
と

し
て
今
後
の
市
政
運
営
の
参
考
と

し
ま
す
。
貴
重
な
意
見
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く

り
推
進
室
☎
30-

６
１
１
７

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
、

Ｅ
メ
ー
ル　

m
achizukuri@

m
a.city.hikone.shiga.jp

所属
都市建設部
教育委員会
市民環境部
企画振興部
総務部
福祉保健部
産業部

所属
市立病院
上下水道部
選挙管理委員会
消防本部
議会事務局
出納室
　　　
　　　　計

件数  
86
60
50
47
45
40
38

件数
20
14
6
5
５
１

417

料金受取人払郵便

差出有効期限
平成28年6月
30日まで

彦根局承認

085

5 2 2 8 7 9 0

彦根市元町4番2号

彦根市役所

企画振興部

係 行

まちづくり推進室

「市政への意見・提言」

次のとおり封筒を作ってください
①キリトリ線（破線）に沿って切り、中央をや
まおりにしてください。
②のりしろにのりをつけて貼り合わせてく
ださい。
③切手は貼らずにそのままポストへ投か
んしてください。

個人情報の取り扱いについて

　個人情報については適正に管理し、連絡
や回答の場合を除き、他の目的に利用する
ことはありません。

や ま おり

の り し ろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
の
更
新

 

　
　
口市
保
険
年
金
課

70
歳
か
ら
74
歳
の
人
に
は
、
保

険
証
の
ほ
か
に
高
齢
受
給
者
証
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

現
在
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者
証

は
、
有
効
期
限
は
、
原
則
７
月
31

日
ま
で
で
す
。

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
は
７
月

中
旬
に
送
付
し
ま
す
。
８
月
に

な
っ
て
も
、
新
し
い
高
齢
受
給
者

証
が
届
か
な
い
と
き
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課

☎
30-

６
１
１
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

21-
２
２
２
０
番　

後
期
高
齢
者
医
療

保
険
証
を
送
付

　　　　　　　　　口市
保
険
年
金
課

　

８
月
１
日
か
ら
の
新
し
い
保
険

証
を
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

簡
易
書
留
で
送
付
し
ま
す
の
で
、

受
け
取
り
に
受
領
印
が
必
要
で
す
。

　

現
在
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
て
い
る
人
の
保
険
証
が
、

び
わ
色（
薄
桃
色
）に
な
り
ま
す
。８

月
１
日
以
降
は
、
今
ま
で
の
保
険

証
（
有
効
期
限
が
平
成
27
年
７
月
31
日

に
な
っ
て
い
る
も
の
）
は
使
え
ま
せ

ん
。
破
棄
し
て
い
た
だ
く
か
、

保
険
年
金
課
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課

☎
30-

６
１
１
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

21-

２
２
２
０
番

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
料
額
の
通
知
を
送
付

　　　　　　　　　　　口市
保
険
料
課

　

平
成
27
年
度
の
１
年
間
の
保
険

料
額
や
、
支
払
方
法
を
お
知
ら
せ

す
る
通
知
書
を
、
７
月
中
旬
に
送

付
し
ま
す
。

▼
保
険
料
の
計
算

　

平
成
27
年
度
の
保
険
料
は
、
同

26
年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て
計
算

し
ま
す
。

▼
保
険
料
率

　

被
保
険
者
均
等
割
額　

　

４
万
４
、
８
８
６
円

　

所
得
割
率　

８
・
73
％		



　

年
間
保
険
料
の
上
限
額　

57
万
円

※
保
険
料
率
は
２
年
に
１
度
見
直

し
さ
れ
ま
す
。
次
の
見
直
し
は

平
成
28
年
度
で
す
。

▼
保
険
料
の
支
払
い
方

　

特
別
徴
収
の
人
（
通
知
書
の
特
別

徴
収
の
欄
に
、金
額
の
記
載
が
あ
る
人
）

は
、
年
金
か
ら
の
引
き
去
り
に
よ

り
保
険
料
を
お
支
払
い
い
た
だ
き

ま
す
。

　

普
通
徴
収
の
人
（
通
知
書
の
普
通

徴
収
の
欄
に
、金
額
の
記
載
が
あ
る
人
）

は
、
納
付
書
か
口
座
振
替
で
保
険

料
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
普
通
徴
収
の
人
の
納
付
書

　

通
知
書
と
納
付
書
は
別
々
に
送

付
し
て
い
ま
す
。
通
知
書
と
納
付

書
の
到
着
が
前
後
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

納
付
書
は
年
間
分
を
一
度
に
送

付
し
ま
す
。
各
納
期
ま
で
に
金
融

機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
料
課
☎

30-

６
１
４
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

２
２
２
０
番　

後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
☎
０
７
７-

５

２
２-

３
０
１
３
番
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介
護
保
険

利
用
者
負
担
額
の
軽
減
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

口市
介
護
福
祉
課

介
護
保
険
の
利
用
者
で
所
得
の

低
い
人
を
対
象
に
、
利
用
者
負
担

額
の
軽
減
を
行
い
ま
す
。

①
施
設（
介
護
保
険
施
設
お
よ
び
地
域

密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
）ま
た

は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
時
の

食
費
・
居
住
費
の
軽
減

②
社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
利
用

者
負
担
軽
減

申
請
す
る
と
、
審
査
の
上
、
該

当
者
に
は
認
定
証(

確
認
証)

を
交

付
し
ま
す
。

再
申
請
が
必
要
で
す

利
用
者
の
認
定
証(

確
認
証)

〈
有
効
期
間
〉
７
月
31
日
㈮
（
②
は

６
月
末
で
終
了
）

認
定
証
を
お
持
ち
の
人
に
は
、

再
申
請
の
案
内
を
①
７
月
初
旬

（
②
は
送
付
済
）に
送
付
し
ま
す
。
軽

減
の
継
続
を
希
望
す
る
場
合
は
、

改
め
て
申
請
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。

①
の
利
用
者
負
担
上
限
（
日
額
）
の

変
更

▼
第
２
、
３
段
階
の
多
床
室
居
住

費
（
滞
在
費
）
３
２
０
円
→
３
７

０
円

①
の
他
の
食
費
や
居
住
費
と
、

②
の
制
度
内
容
は
前
年
度
と
同
じ

で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

①
は
８
月
１
日
か
ら
、
次

の
と
お
り
支
給
要
件
、
添
付

書
類
の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

【
支
給
要
件
】

▼
世
帯
全
員
が
住
民
税
非

課
税

▼
被
保
険
者
と
同
一
世
帯

に
属
さ
な
い
配
偶
者
も

住
民
税
非
課
税

▼
被
保
険
者
お
よ
び
配
偶

者
が
所
有
す
る
現
金
、
預

貯
金
、
投
資
信
託
お
よ
び

有
価
証
券
そ
の
他
こ
れ

ら
に
類
す
る
資
産
の
合

計
額
が
２
千
万
円
（
配
偶

者
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は

１
千
万
円
）
以
下
（
負
債
〈
借

入
金
・
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
〉
は

預
貯
金
な
ど
か
ら
差
し
引
い

て
計
算
し
ま
す
）

【
添
付
書
類
】　

　

通
帳
な
ど
の
写
し

行
政
相
談
委
員
・
加
藤
さ
ん

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

口市
　　ま
ち
づ
く
り
推
進
室

こ
の
た
び
、
彦
根
市
区
域
担
当

の
行
政
相
談
委
員
の
加
藤

三
さ

ん
が
、
近
畿
行
政
相
談
委
員
連
合

協
議
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

加
藤
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
定

例
相
談
所
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
困

り
ご
と
の
相
談
を
受
け
て
、
相
談

者
と
行
政
と
の
架
け
橋
と
し
て
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。

たに おり

20歳未満
40歳代

20歳代
50歳代 60歳以上

30歳代

住所

氏名

電話番号 性別

年齢

男 女

について　　　　　　　　       　　　　　　　　

フリガナ

行
政
相
談
委
員
は

身
近
な
相
談
相
手
で
す

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
に
関

す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
受
け
付

け
、
問
題
解
決
や
要
望
な
ど
を
聞

い
て
、
そ
の
実
現
に
取
り
組
み
ま

す
。相

談
は
無
料
で
、
予
約
不
要
で

す
。
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
滋
賀
行
政
評
価
事
務
所
「
行
政

苦
情
１
１
０
番
」
☎
０
５
７
０

-

０
９
０-

１
１
０
番

▼
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w

w
.soum

u.go.jp
問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く

り
推
進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

は
か
り
の
定
期
検
査

口市
　　地
域
経
済
振
興
課

　

市
内
の
商
店
、工
場
、医
院
、薬

局
な
ど
で
取
り
引
き
や
証
明
な
ど

の
業
務
に
使
わ
れ
て
い
る
「
は
か

り
」
は
、
２
年
に
１
回
、
精
度
を

確
認
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

定
期
検
査
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会
場
で

検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

特
定
計
量
器
を
取
り
引
き

や
証
明
に
使
用
す
る
人　

費
用　

検
査
に
は
は
か
り
の
能
力

に
応
じ
た
手
数
料
が
必
要
で
す
。

７
月
21
日
㈫

▼
午
前
10
時
～
正
午　

Ｊ
Ａ
東

び
わ
こ
旧
河
瀬
支
店

　

▼
午
後
１
時
30
分
〜
同
３
時　

　
　

稲
枝
支
所

７
月
23
日
㈭

▼
午
前
10
時
～
正
午　

福
祉

セ
ン
タ
ー

▼
午
後
１
時
30
分
〜
同
３
時　

高
宮
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー

７
月
24
日
㈮

▼
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

市
役
所

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
経
済
振

興
課
☎
30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６
番

標
語
・
小
学
生

坂
東　

峻
し
ゅ
ん

季き 

さ
ん

（
城
陽
小
学
校
６
年
）

そ
の
言
葉　

君
が
い
わ
れ
て

う
れ
し
い
か

標
語
・
中
学
生

林　

洋
平 
さ
ん

（
鳥
居
本
中
学
校
１
年
）

そ
の
一
歩　

小
さ
く
み
え
て　

大
き
い
よ

作
文
・
中
学
校

永
濵　

温は
る

花か

さ
ん

（
彦
根
中
学
校
２
年
）

「
い
じ
め
は
今

も
起
き
て
い
る
」

標
語
・
一
般

加
藤　

佑
子 

さ
ん

（
大
藪
町
）

一
人
で
な
い　

お
互
い
様
と　

差
し
出
す
手

第
65
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動　

標
語
と
作
文　

特
選
作
品
紹
介

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

介
護
福
祉
課

☎
23-

９
６
６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
８
番

7
月
16
日
㈭

市
立
病
院
の
代
表
電
話
が

つ
な
が
り
に
く
く
な
り
ま
す

  

　 

　
口市
市
立
病
院
　

病
院
内
の
電
話
交
換
機
の
切
替

作
業
の
た
め
、
７
月
16
日
㈭
の
午

前
２
時
か
ら
同
３
時
の
間
、
市
立

病
院
の
代
表
電
話（
☎
22-

６
０
５
０

番
）が
つ
な
が
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
病
院
病

院
総
務
課
☎
22-

６
０
５
０
番

(

内
線
３
５
２
３
番
）、Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０
７
５
４
番

７
月
は
青
少
年
の
非
行
・
被

害
防
止
に
取
り
組
む
強
調
月

間
で
す口市

子
ど
も
・
若
者
課

彦
根
警
察
署
管
内
の
刑
法
犯
・

特
別
法
犯
少
年
は
、
平
成
26
年
で

は
70
人
で
、
前
年
に
比
べ
42
人
減

少
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
万
引

は
36
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
転

車
盗
は
３
人
。
ま
た
、
不
良
行
為

に
よ
る
補
導
数
は
、
平
成
26
年
で

は
２
１
６
人
で
す
。
行
為
別
で
は
、

最
も
多
い
の
が
「
深
夜
徘は

い

徊か
い

」
で
、

次
に
多
い
の
が
「
喫
煙
」
で
す
。

市
で
は
、
青
少
年
指
導
員
や
少

年
セ
ン
タ
ー
が
街
頭
補
導
を
し
て

い
る
ほ
か
、
青
少
年
育
成
市
民
会

議
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
が
、
初
発
型
非

行
防
止
巡
回
指
導
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

皆
さ
ん
も
家
庭
や
地
域
か
ら
、

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
の
取

り
組
み
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
・
若

者
課
☎
49-

２
２
５
１
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番

虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら

「
１い
ち

８は
や

９く

」
番
へ

子
ど
も
・
青
少
年
局

子
ど
も
た
ち
や
子
育
て
に
悩
む

保
護
者
の
助
け
を
求
め
る
声
を

キ
ャ
ッ
チ
す
る
た
め
、
７
月
か
ら

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

が
「
１
８
９
」
の
３
桁
番
号
に
な

り
ま
し
た
。

電
話
は
お
近
く
の
児
童
相
談
所

に
つ
な
が
り
、
通
告
・
相
談
は
匿

名
で
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま

た
、
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
・
青

少
年
局
☎
０
７
７-

５
２
８-

３

５
５
６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５

２
８-

４
８
５
４

じ
ん 

ぞ
う
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文
化
庁「
伝
統
文
化
親
子
教
室
事
業
」

狂
言
を
楽
し
む
親
子
教
室

〈
内
容
〉狂
言
に
親
し
む
こ
と
で
地

域
の
歴
史
を
知
り
、
大
き
な
声
で

演
じ
る
こ
と
で
自
分
の
思
い
を
伝

え
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。
練
習
の

成
果
は
彦
根
城
博
物
館
能
舞
台
で

発
表
し
ま
す
。　
〈
練
習
期
間
〉７

月
〜
９
月
（
全
６
回
）〈
発
表
日
〉
10

月
の
日
曜
日
（
１
回
）〈
場
所
〉
み

ど
り
会
館
（
中
藪
町
）　
〈
定
員
〉
10

組
（
先
着
順
）　
〈
対
象
〉
小
・
中
学

生
と
そ
の
保
護
者
（
児
童
、
生
徒
だ

け
の
参
加
の
場
合
は
要
相
談
）　
〈
申

込
期
間
〉
７
月
１
日
㈬
〜
同
10
日

㈮　
〈
費
用
〉
無
料　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
芹
川

事
務
局
（
辻
橋
さ
ん
）
☎
０
９
０-

８
５
７
３-

０
７
９
５
番

剪せ
ん

定て
い

講
習
会

〈
内
容
〉
庭
師
集
団
「
い
ろ
は
組
」

の
指
導
に
よ
る
一
般
の
人
を
対
象

と
し
て
ナ
ン
テ
ン
な
ど
の
剪
定
講

習
を
行
い
ま
す
。　
〈
日
時
〉７
月

４
日
㈯
午
前
９
時
〜
正
午　
〈
場

所
〉
居
川
邸
（
小
野
町
）   

〈
対
象
〉

庭
園
に
興
味
が
あ
る
剪
定
初
心
者　

〈
定
員
〉
15
人
（
先
着
順
）　
〈
費

用
〉
無
料
〈
申
込
期
限
〉
７
月
２

日
㈭　
　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉
い
ろ
は
組
（
川か

わ

窪く
ぼ

さ
ん
）
☎
22-

６
９
３
９
番　

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５
７

ン
タ
ー
☎
28-

３
６
４
５
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
当
日
、

直
接

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

ネ
イ
チ
ャ
ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

〈
内
容
〉
樹
木
、
草
花
、
昆
虫
、
野

鳥
、水
生
生
物
な
ど
の
観
察　
〈
日

時
〉
７
月
25
日
㈯　

午
前
８
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分　

※
雨
天
中

止　
〈
場
所
〉
鳥
居
本
町  

※
午
前

８
時
15
分
ま
で
に
鳥
居
本
公
園
駐

車
場
に
集
合　
〈
定
員
〉
25
人
（
先

着
順
。
小
学
４
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）　
〈
参
加
費
〉
５
０
０
円　
〈
申

込
期
限
〉
７
月
17
日
㈮　
〈
持
ち

物
〉
水
筒
、
タ
オ
ル
、
サ
ン
ダ
ル
、

簡
易
雨
具
、帽
子
、筆
記
用
具
、虫

除
け
ス
プ
レ
ー
、
お
に
ぎ
り
、
箸
、

双
眼
鏡
な
ど　
〈
そ
の
他
〉
長
袖
・

長
ズ
ボ
ン
を
着
用
し
、
靴
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉「
快
適
環
境
づ
く
り
を
す

す
め
る
会
」
事
務
局
（

生
活
環
境

課
内
）
☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
27-

０
３
９
５
番

今年は国勢調査の
年です。調査への
ご理解とご回答を
お願いします。

調査期日10月1日
【平成 27 年国勢調査の特徴】
①オンライン調査の全国展開
▶紙の調査票の配布に先行してオンライ

ン調査を実施します。
▶パソコン、スマートフォンから回答で

きます。
②調査票の提出方法の改善
▶調査票を調査員へ提出される場合、任

意封入方式となります。
▶記入について、不明な点などは調査員

の支援が可能になります。
③調査事項の変更
▶東日本大震災の影響を居住期間や移動

状況から把握する調査事項が追加され
ます。

▶記入者の負担軽減のため「住宅の床面
積」の項目が削除されました。

④集計結果の早期公表
▶結果の公表が３年 1 か月（平成 22 年調

査）から 2 年３か月に短縮されます。
問い合わせ先　 企画課☎ 30-6143 も

しくは☎ 30-6101、FAX22-1398

顔写真

熱
中
症
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

口市
健
康
推
進
課

熱
中
症
の
発
生
の
ピ
ー
ク
は
７

～
８
月
で
す
。
熱
中
症
は
炎
天
下

だ
け
で
な
く
、
室
内
で
も
起
こ
り
、

重
度
の
熱
中
症
の
場
合
は
命
を
落

と
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
予
防
法

を
正
し
く
理
解
し
、
熱
中
症
か
ら

身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
と
は

　

高
温
多
湿
な
環
境
下
で
、
体
内

の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
た
り
、
体
温
の
調
節
機
能
が
う

ま
く
働
か
な
い
こ
と
に
よ
り
、
体

内
に
熱
が
こ
も
り
、
や
が
て
め
ま

い
や
吐
き
気
、
倦け

ん

怠た
い

感
な
ど
の
症

状
が
現
れ
、
重
症
に
な
る
と
意
識

障
害
な
ど
が
起
こ
る
病
気
で
す
。

　

屋
外
で
活
動
し
て
い
る
時
だ
け

で
な
く
、
室
内
で
じ
っ
と
し
て
い

て
も
室
温
や
湿
度
が
高
い
た
め
に

熱
中
症
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

熱
中
症
の
予
防
ポ
イ
ン
ト

①
水
分
補
給

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
、

お
茶
や
水
な
ど
で
水
分
補
給
を

し
ま
し
ょ
う
。

②
室
内
環
境
を
整
え
る

す
だ
れ
や
カ
ー
テ
ン
で
直
射
日

光
を
遮
る
、
換
気
を
す
る
、
必

要
に
応
じ
て
エ
ア
コ
ン
や
扇
風

機
な
ど
を
使
用
す
る
な
ど
、
部

屋
に
熱
が
こ
も
ら
な
い
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

③
暑
さ
に
備
え
た
体
力
づ
く
り

バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
規
則
正
し
い

食
事
で
夏
バ
テ
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
運

動
や
入
浴
な
ど
で
、
適
度
に
汗

を
か
く
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

④
服
装
を
工
夫
す
る

通
気
性
の
よ
い
衣
服
を
着
る
、

黒
い
服
を
避
け
る
な
ど
し
て
涼

し
い
服
装
で
生
活
し
ま
し
ょ
う
。

外
出
時
は
帽
子
や
日
傘
で
日
よ

け
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
の
熱
中
症

熱
中
症
患
者
の
約
半
数
は
高
齢

者
（
65
歳
以
上
）
で
す
。
高
齢
に
な

る
と
暑
さ
や
水
分
不
足
に
対
す
る

感
覚
が
弱
く
な
る
た
め
に
、
室
内

で
も
熱
中
症
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

子
ど
も
の
熱
中
症

子
ど
も
は
体
温
を
調
整
す
る
機

能
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
発
達
し
て
い

ま
せ
ん
。
地
面
の
照
り
返
し
に
よ

り
、
感
じ
る
温
度
は
大
人
よ
り

３
℃
以
上
高
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん

な
注
意
が
必
要
で
す
。

大
人
の
熱
中
症

ス
ポ
ー
ツ
や
屋
外
の
労
働
な
ど

で
の
熱
中
症
は
、
若
年
層
で
も
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。
無
理
を
せ

ず
に
水
分
補
給
や
適
度
な
休
息
を

と
り
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
に
な
っ
た
時
の
対
処

▼
涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
、
衣
服

を
緩
め
、
安
静
に
し
て
寝
か
せ

る
。

▼
エ
ア
コ
ン
・
扇
風
機
を
つ
け
る
、

体
（
特
に
首
す
じ
、
脇
の
下
、
太
も

も
の
付
け
根
な
ど
）
を
氷
枕
な
ど

で
冷
や
す
。

▼
水
分
・
塩
分
を
補
給
す
る
。

※
「
自
力
で
水
が
飲
め
な
い
」「
意

識
が
な
い
」
場
合
は
、
直
ち
に

救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

☎
24-

０
８
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
８
７
０
番

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替

口市
上
下
水
道
業
務
課

　

市
内
で
使
用
さ
れ
て
い
る
水
道

メ
ー
タ
ー
の
う
ち
、
計
量
法
に
よ

る
検
定
満
期
を
迎
え
る
も
の
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
取
替
作
業
を

行
い
ま
す
。

取
替
予
定
月　

８
〜
11
月　

※
該
当
す
る
人
に
は
事
前
に
は
が

き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
取
替
作
業
は
、
彦
根
市
の
責
任

で
行
い
ま
す
。
利
用
者
の
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
取
替
作
業
は
左
の
「
量
水
器
取

替
業
務
従
事
者
証
」
を
携
帯
し

た
業
者
が
行
い
ま
す
。

そ
の
他

▼
原
則
と
し
て
取
替
作
業
に
立

ち
会
い
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

（
メ
ー
タ
ー
が
屋
内
に
あ
る
場
合
な

ど
を
除
く
）
が
、
敷
地
内
に
業
者

が
立
ち
入
り
ま
す
。

▼
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
の
駐
車

さ
れ
る
と
、
作
業
の
支
障
に
な

り
ま
す
。
円
滑
に
作
業
を
行
う

た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
市
上
下
水

道
料
金
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
☎
27-

２
８
０
２
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
27-

２
８
０
３
番
、
上
下

水
道
業
務
課
☎
22-

２
７
２
２

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

５
４
３
３
番

２
７
番
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

irohagum
i.com

　

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
①
住

所
②
氏
名
（
複
数
の
場
合
は
全
員
）

③
連
絡
先
（
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
）を
書
い
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
駐
車
場
な
ど
は
受
講
決

定
者
に
連
絡
し
ま
す
。

子
育
て
講
座

「
絵
本
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ
」

〈
内
容
〉親
子
一
緒
に
絵
本
に
親
し

み
、
ゆ
っ
た
り
と
心
ふ
れ
あ
う
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
す
。　
〈
日
時
〉

７
月
16
日
㈭
午
前
10
時
〜
同
11

時
30
分
〈
場
所
〉

子
ど
も
セ
ン

タ
ー
（
日
夏
町
）　

多
目
的
室　
〈
対

象
〉
平
成
23
年
４
月
２
日
〜
同
27

年
１
月
生
ま
れ
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者　
〈
定
員
〉
25
組
（
先
着
順
）　

〈
費
用
〉
１
家
族
に
つ
き
２
０
０

円　
〈
申
込
期
間
〉７
月
２
日
㈭
〜

同
13
日
㈪　
〈
持
ち
物
〉筆
記
用
具
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル
な
ど　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

子
ど
も
セ
ン

タ
ー
☎
28-

３
６
４
５
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
電
話
か
、

直
接

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
窓
口
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
日
中
一
時
支
援
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〈
内
容
〉
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
、

夏
休
み
日
中
一
時
支
援
事
業
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
支
援

内
容
は
、
参
加
の
子
ど
も
の
保
育

や
介
助
な
ど
で
す
。　
〈
期
間
〉７

月
18
日
㈯
〜
８
月
31
日
㈪　
〈
場

所
〉
市
内
、
甲
良
町
、
豊
郷
町
な

ど　

※
時
間
、
場
所
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

〈
対
象
〉
原
則
15
歳
以
上
で
、障
害

の
あ
る
子
ど
も
の
保
育
に
関
心
と

熱
意
の
あ
る
人　
〈
申
込
期
間
〉

７
月
１
日
㈬
〜
同
17
日
㈮　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

障
害

福
祉
課
☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
７
番
、
Ｅ
メ
ー

ル 
shogaifukushi@

m
a.city.

hikone.shiga.jp　

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
に
は
、
①
氏
名
②
住
所

③
電
話
番
号
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

再
就
職
・
就
業
支
援

シ
ニ
ア
対
象
「
講
習
会
」

〈
内
容
〉
①
介
護
職
員
初
任
者
研

修
②
介
護
補
助
ス
タ
ッ
フ
講
習
１

③
公
的
事
務
補
助
技
能
講
習
１　

〈
講
習
期
間
〉①
７
月
22
日
㈬
〜
11

月
13
日
㈮
の
間
の
29
日
間
②
7
月

23
日
㈭
〜
同
30
日
㈭
（
土
日
除
く
）

③
９
月
７
日
㈪
〜
同
18
日
㈮
（
土

日
除
く
）〈
場
所
〉
①
②
び
わ
こ
学

院
大
学
（
東
近
江
市
）
③
滋
賀
県
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
事

務
所
（
大
津
市
）〈
対
象
〉
県
内
在

住
で
55
歳
以
上
の
人
（
①
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
求
職
登
録
を
し
て
い
る
人
）

〈
受
講
料
〉
無
料
（
交
通
費
・
昼
食
代

は
自
己
負
担
）〈
締
切
日
〉
①
②
７

月
10
日
㈮
③
８
月
27
日
㈭
〈
そ
の

他
〉
定
員
、
面
接
日
時
な
ど
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
公
益
社
団

法
人
滋
賀
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
（
〒
５
２
０-

０
０
５
４　

大
津
市
逢
坂
１-

１-

１
） 

☎
０
７
７-

５
２
５-

４
１
２
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
７-

５
２
７-

９
４
９
０
番　

※
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
か
郵
送
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
①
を
申
し
込
む
場
合
、「
求
職

登
録
番
号
」
を
必
ず
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
後
、
受
講
者
選
考

面
接
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
セ
ン
タ
ー　

天
文
台
を
公
開

〈
内
容
〉天
体
望
遠
鏡
な
ど
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
の
天
文
設
備
の
公
開
を

行
い
ま
す
。
夜
間
公
開
は
今
回
の

み
で
す
。　
〈
日
時
〉
７
月
23
日
〜

８
月
21
日
の
木
、
金
曜
日　

い
ず

れ
も
午
後
７
時
30
分
〜
同
８
時
30

分　

※
悪
天
候
時
は
天
体
観
測
を

中
止
。
施
設
の
み
の
公
開
と
な
り

ま
す
。　
〈
場
所
〉
子
ど
も
セ
ン

タ
ー
（
日
夏
町
）　
〈
費
用
〉
無
料　

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

子
ど
も
セ
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かつて彦根城は、中堀より外側に「外堀」がめぐっ
ていました。さらには人工的に付けかえられた善利
川（現・芹川）により、彦根山を中心に広大な面積が
四重の堀によって、厳重に防御された大城郭でした。

現在の外堀は明治維新以降、もとの姿を失いつつ
あります。そのような中でも、彦根城の南側に位置
する外堀土塁は極めて良好な形で地上面にその姿を
残しています。また複数の箇所で地上面にその姿が
残っている箇所があります。さらに市街地の中の微
妙な段差や地割りで往時の姿をしのぶことができま
す。

教育委員会では、彦根城の堀で唯一地上面で分
かりづらくなっている外堀の痕跡を、文化財の専門
職員と探検します。最新の調査成果に基づいて外堀
跡を巡ります。
日　時　7 月 18 日㈯　9：30 〜 11：30

集合場所　市民会館（尾末町）　正面玄関前
定　員　100 人（小学生は保護者同伴。気温が高くなる

ことが予想されます。各自で水分補給の準備をお願いしま
す。）

応募期間　7 月 1 日㈬〜同 16 日㈭
参加費　100 円（資料・保険代）

応募方法　E メール（推奨）、FAX、往復はがきで申
し込んでください。往復はがきで申し込む場合、往
信の裏面に、①住所②氏名③電話番号（携帯電話な
ど連絡がとりやすいもの）を、返信の表面に①住所②
氏名をそれぞれ書いて郵送してください。※すべ
ての申し込みに受付完了の返信を行います。

申込・問い合わせ先　
   教育委員会文化財課（〒522-0001　尾末町1-38）

☎26-5833、FAX26-5899 Eメールbunkazai@
mx.hikone.ed.jp

当時の大城郭の姿をしのぶ　彦根城外堀探検隊

号
）
③
住
所
④
氏
名
（
同
伴
の
保
護

者
名
も
）⑤
性
別
⑥
電
話
番
号
⑦
学

校
名
・
学
年
を
返
信
の
表
面
に
①

郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名
を
そ
れ

ぞ
れ
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

（
詳
し
い
内
容
は
、彦
根
工
業
高
等
学
校

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
）。

も
の
づ
く
り
体
験
教
室

木
彫
り
の
コ
ー
ス
タ
ー

〈
内
容
〉彫
り
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
て
自
分
の
作
品
を
つ
く
り
ま

す
。　
〈
日
時
〉７
月
25
日
㈯　

午

前
10
時
〜
正
午　
〈
場
所
〉ひ
こ
ね

県
立
彦
根
工
業
高
校

親
子
も
の
づ
く
り

体
験
教
室

〈
内
容
〉
夏
休
み
の
自
由
研
究
応

援
企
画
と
し
て
高
校
生
が
テ
ー
マ

ご
と
に
指
導
し
ま
す
。
①
電
撃
イ

ラ
イ
ラ
棒
②
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
③

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト〈
日
時
〉

７
月
25
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
〜

同
11
時
30
分
、
午
後
１
時
〜
同
３

時　
〈
対
象
〉
小
学
生
（
保
護
者
同

伴
）〈
定
員
〉
各
テ
ー
マ
そ
れ
ぞ
れ

15
〜
20
組　
〈
費
用
〉　

①
②
７
０

０
円
③
１
、２
０
０
円
〈
場
所
〉滋

賀
県
立
彦
根
工
業
高
等
学
校
（
南

川
瀬
町
）
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス　
〈
申

や
し
総
お
ど
り
大
会
」
の
出
場
団

体
を
募
集
し
ま
す
。　
〈
開
催
日

時
〉
８
月
８
日
㈯　

午
後
5
時
〜

同
９
時
（
踊
り
の
予
定
時
間
は
、午
後

６
時
〜
同
７
時
30
分
）　

※
雨
天
中

止　
〈
場
所
〉夢
京
橋
キ
ャ
ッ
ス
ル

ロ
ー
ド
、
銀
座
・
中
央
商
店
街
一

帯　
〈
対
象
〉次
の
項
目
を
全
て
満

た
す
団
体　

▼
10
人
以
上　

▼
プ

ラ
カ
ー
ド
・
山だ

車し

は
片
側
一
車
線

の
範
囲
の
も
の　

※
衣
装
は
自
由　

〈
費
用
〉
無
料　
〈
申
込
期
間
〉
７

月
１
日
㈬
〜
同
15
日
㈬　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉
公
益
社
団
法
人

彦
根
観
光
協
会（
〒
５
２
２-

０
０
６

４　

本
町
一
丁
目
12
番
５
号　

四
番
町

ス
ク
エ
ア
ひ
こ
ね
街
な
か
プ
ラ
ザ
内
）

☎
23-

０
０
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
９
１
９
番　

※
公
益
社
団
法
人

彦
根
観
光
協
会
に
あ
る
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

〈
内
容
〉
野
外
活
動
を
通
し
て
、自

然
に
親
し
む
こ
と
を
目
的
に
キ
ャ

ン
プ
を
し
ま
す
。
テ
ン
ト
泊
、
野

外
炊
事
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

な
ど
わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
の
２
日

間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。　
〈
日

時
〉
８
月
11
日
㈫
午
前
11
時
〜
同

12
日
㈬
午
後
３
時
30
分　
〈
場
所
〉

荒
神
山
自
然
の
家
（
日
夏
町
）　

〈
対
象
〉
小
学
４
年
生
か
ら
６
年

生   

〈
定
員
〉
30
人
程
度
（
先
着
順
）　

〈
参
加
費
〉
３
千
円
（
自
炊
材
料
費
な

ど
を
含
む
）　
〈
申
込
期
間
〉７
月
1

日
㈬
〜
同
17
日
㈮　
〈
申
込
方
法
〉

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
受
付

後
、
参
加
者
に
は
、
詳
し
い
案
内

を
送
付
し
ま
す
。　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉

荒
神
山
自
然
の
家

☎
28-

１
８
７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

１
８
７
２
番
（
月
曜
日
を
除
く
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
。
休
館
日

は
７
月
６
日
、
13
日
の
い
ず
れ
も
月
曜

日
）

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

〈
内
容
〉
子
育
て
中
の
親
子
を
見

守
り
、
身
近
な
地
域
で
子
育
て
を

支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成

す
る
講
座
で
す
。　
〈
日
程
〉
左

表
の
と
お
り　
〈
場
所
〉
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
平
田
町
）
11
会
議
室
ほ
か　

〈
対
象
〉
本
講
座
を
終
了
後
、
子

育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
支
援
活

動
が
で
き
る
人　
〈
定
員
〉
15
人　

月　日 内 容

子育て支援の現状とニーズ、子育てサポーターって
なあに？、現役サポーターのお話など

救命救急・AEDの使い方、ひろば実習について

ひろば実習（期間中、1回以上参加）

子育てと子どもの健康、登録証交付・今後の活動など

8月28日㈮

9月  4日㈮

9月7日㈪～
15日㈫   

9月18日㈮

時　間

  9:30～14：30

  9:00～11：30

  9:30～12：00

  9:30～12：00

　
ご協力ください

新しい指定ごみ袋のモニター調査

このモニター調査は、平成 28 年度から変更す
る指定ごみ袋の試行用を使用いただくものです。

使った感想などのご意見は、新しい指定ごみ袋
のサイズや素材の資料として活用します。

同調査にご協力いただける市民の皆さんを募
集します。
内容　使用状況の回答（2 回程度）、排出ごみ量の

計量
モニター期間　７月中旬〜 10 月中旬（3 か月間）

対象　市内在住で、説明会（7 月 17 日㈮か同 18 日
㈯のいずれか）に参加できる人（代理出席も可能）

使用するごみ袋（いずれも試行用）
　燃やすごみ家庭用（特大）、容器包装プラスチッ
ク家庭用（大）

説明会日時　7 月 17 日㈮ 14：00 〜 15：00、
同 18 日㈯ 11：00 〜 12：00

会場　アル・プラザ彦根（大東町）6 階 大学サテ
ライトプラザ

定員　100 世帯 （先着順）

申込期限　7 月 14 日㈫（消印有効）

申込・問い合わせ先　 生活環境課☎ 30-6116、
FAX27-0395 ※ＦＡＸ、郵送の場合は①氏名
②住所③電話番号④家族の人数を書いてくだ
さい。

込
期
限
〉７
月
７
日
㈫（
必
着
。
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
）〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉
滋
賀
県
立
彦
根
工
業

高
等
学
校
「
親
子
も
の
づ
く
り
体

験
教
室
」（
〒
５
２
２-

０
２
２
２ 

彦

根
市
南
川
瀬
町
１
３
１
０
）
☎
28-

２

４
７
０
番　

※
往
復
は
が
き
の
往

信
の
裏
面
に
①
第
１
希
望
テ
ー
マ

（
記
号
）
②
第
２
希
望
テ
ー
マ
（
記

燦さ
ん

ぱ
れ
す
（
小
泉
町
）　
〈
対
象
〉
小

学
５
・
６
年
生　
〈
定
員
〉
20
人
（
先

着
順
）　
〈
費
用
〉
２
０
０
円　
〈
申

込
開
始
日
〉
７
月
10
日
㈮  

午
前

９
時
〜　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉ひ
こ

ね
燦
ぱ
れ
す
☎
26-

７
２
７
２
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

７
３
７
７
番　

※
直

接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

も
の
づ
く
り
体
験
教
室

パ
ソ
コ
ン
で
デ
ザ
イ
ン
！

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
マ
グ
カ
ッ

プ
」
づ
く
り　

〈
内
容
〉自
分
の
表
現
し
た
い
も
の

を
デ
ザ
イ
ン
し
、
必
要
な
パ
ソ
コ

ン
操
作
の
知
識
と
技
術
を
学
び
ま

す
。　
〈
日
時
〉８
月
２
日
㈰　

午

前
９
時
〜
正
午　
〈
場
所
〉
ひ
こ

ね
燦
ぱ
れ
す（
小
泉
町
）　
〈
対
象
〉

小
学
５
・
６
年
生　
〈
定
員
〉
20

人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
２
０
０
円　

〈
申
込
開
始
日
〉７
月
10
日
㈮　

午

前
９
時
〜　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

ひ
こ
ね
燦
ぱ
れ
す
☎
26-

７
２
７

２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

７
３
７
７
番　

※
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

彦
根
ば
や
し
総
お
ど
り
大
会

参
加
団
体

〈
内
容
〉「
彦
根　

夏
の
陣
」
と
銘め

い

打
ち
開
催
す
る
一
連
の
イ
ベ
ン
ト

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
「
彦
根
ば

〈
費
用
〉
無
料　
〈
申
込
期
間
〉
７

月
１
日
㈬
〜
同
17
日
㈮　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

子
ど
も
・
若

者
課
☎
49-

２
２
５
１
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
26-
１
７
６
８
番　

※
電
話
か

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
出
前
講
座

〈
内
容
〉
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
、相

手
と
競
い
合
う
の
で
は
な
く
一
緒

に
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ス
ー

パ
ー
カ
ロ
ム
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ

レ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
丁
寧
に
教
え

ま
す
。〈
曜
日
〉
土
・
日
曜
日
お
よ

び
祝
日
〈
場
所
〉
依
頼
が
あ
っ
た

会
場　
〈
対
象
〉
小
学
生
以
上
、30

人
以
上
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ　
〈
費

用
〉
無
料　
〈
申
込
期
限
〉
７
月

１
日
㈬
〜
平
成
28
年
２
月
29
日
㈪　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
彦
根
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
事
務

局
☎
24-

７
９
７
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

23-

９
１
９
０
番

◀
昨
年
の
彦
根
ば
や
し
総
お
ど
り



15 2015・7・1 142015・7・1

第
64
回

彦
根
市
美
術
展
覧
会

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

〜
美
術
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
〜

出
品
作
品

〈
開
催
期
間
〉
９
月
13
日
㈰
〜
同

20
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５

時
（
９
月
14
日
㈪
は
休
館
）　
〈
場
所
〉

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
（
野
瀬
町
）　

〈
対
象
〉
市
内
、
近
隣
市
町
（
東
近

江
市
、
米
原
市
、
愛
荘
町
、
犬
上
郡
の

各
町
）
に
在
住
か
、
市
内
に
在
勤
・

在
学
の
人
（
中
学
生
以
下
は
除
く
。）　

〈
募
集
部
門
と
受
付
場
所
〉
▼
日

本
画　
　

メ
ッ
セ
ホ
ー
ル
棟
２
階　

▼
洋
画　
（
油
絵
、
水
彩
画
、
パ
ス
テ

ル
画
、創
作
版
画
、イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
含

む
）　

グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
棟
１
階　

▼
彫
刻　

メ
ッ
セ
ホ
ー
ル
棟
３
階　

▼
美
術
工
芸　

メ
ッ
セ
ホ
ー
ル
棟

２
階　

▼
書　

メ
ッ
セ
ホ
ー
ル
棟

３
階　

▼
写
真　

メ
ッ
セ
ホ
ー
ル

棟
１
階　
〈
作
品
の
主
な
規
格
〉

▼
日
本
画
・
洋
画　

10
号
（
５
３

０
㎜
×
３
３
３
㎜
）
以
上
30
号
（
９

１
０
㎜
×
９
１
０
㎜
）
以
内
（
創
作
版

画<

洋
画>

は
10
号
未
満
も
応
募
で
き

ま
す
。）　

▼
彫
刻　

高
さ
２
ｍ
以

内
×
横
１
ｍ
以
内
×
奥
行
１
ｍ
以

内
。
※
手
動
で
移
動
可
能
で
、
展

示
や
展
示
作
業
に
支
障
を
き
た
さ

な
い
も
の　

▼
美
術
工
芸　

壁
面

は
縦
・
横
が
合
計
２
ｍ
以
内
、
立

体
は
１
辺
１
・
２
ｍ
以
内　

▼
書　

わ
く
張
り
ま
た
は
表
装
を
除
い
て

半
切
以
上
１
・
５
㎡
以
内
（
３
尺

×
６
尺
も
で
き
ま
す
）、
帖じ

ょ
う

・
巻か

ん

子す

・

篆て
ん

刻こ
く

・
刻こ

く

字じ

も
応
募
で
き
ま
す
。　

▼
写
真　

四
つ
切
り
か
ら
全
紙
ま

で
の
カ
ラ
ー
、
ま
た
は
モ
ノ
ク
ロ
、

組
写
真
は
構
成
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の

写
真
が
四
つ
切
り
以
上
で
80
㎝
×

１
ｍ
以
内
に
ま
と
め
一
体
化
し
た

も
の　

※
い
ず
れ
も
未
発
表
の
作

品
に
限
る
。
陳
列
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん

耐
え
得
る
装
飾
保
護
装
備
（
額
縁
、

吊つ

り
金
具
、
吊
り
ひ
も
、
表
装
な
ど
）

を
施
す
こ
と　
〈
出
品
点
数
〉１
部

門
に
つ
き
１
人
１
点
（
写
真
に
限
り
、

１
人
２
点
以
内
）　
〈
出
品
申
込
〉
出

品
作
品
１
点
に
つ
き
、
出
品
申
込

書
と
出
品
料
を
添
え
て
、
部
門
ご

と
の
受
付
場
所
に
搬
入
し
て
く
だ

さ
い
。　
〈
出
品
料
〉
作
品
１
点

に
つ
き
５
０
０
円
（
高
校
生
は
無
料
）
　

〈
搬
入
日
時
〉９
月
４
日
㈮　

午
前

９
時
30
分
〜
午
後
８
時
、
同
５
日

㈯　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時　

〈
審
査
〉彦
根
市
美
術
展
覧
会
審
査

員
が
審
査
し
ま
す
。　
〈
表
彰
〉優

秀
な
作
品
を
表
彰
し
、「
広
報
ひ
こ

ね
」
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。　

※

作
品
の
規
格
、
そ
の
他
の
詳
細
は
、

開
催
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
開

催
要
項
と
出
品
申
込
書
は
、
市
役

所
、
支
所
、
各
出
張
所
、
人
権
・
福

祉
交
流
会
館
、
東
山
会
館
、
各
地

区
公
民
館
、
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ

ザ
、
み
ず
ほ
文
化
セ
ン
タ
ー
、
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
ひ
こ
ね
燦

ぱ
れ
す
、
市
民
会
館
な
ど
に
あ
り

ま
す
。　
〈
応
募
・
問
い
合
わ
せ

先
〉

教
育
委
員
会
文
化
振
興
室

☎
23-

７
８
１
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０
番

「
ひ
こ
ね
菓
子
」
の

ア
イ
デ
ア
募
集

〈
趣
旨
〉井
伊
直
弼
公
生
誕
２
０
０

年
に
あ
た
り
、
茶
人
と
し
て
の
直

弼
公
の
魅
力
を
発
信
す
る
機
会
と

す
る
た
め
、「
一
期
一
会
」
の
精
神

が
伝
わ
る
創
作
菓
子
（
抹
茶
に
合
う

も
の
）
を
広
く
募
集
し
、商
品
化
を

目
指
し
ま
す
。〈
内
容
〉抹
茶
に
あ

う
和
菓
子
ま
た
は
洋
菓
子　
〈
参
加

条
件
〉
１
個
人
、
１
団
体
に
つ
き

３
作
品
ま
で
（
市
外
、プ
ロ
の
参
加
可
。

副
賞
あ
り
）。
試
食
選
考
会
で
試
食

品
50
個
を
提
供
（
選
考
会
の
食
材
費

は
実
行
委
員
会
が
２
万
円
を
上
限
に
負

担
）。〈
応
募
期
限
〉
７
月
31
日
㈮　
　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
ひ
こ
ね

菓
子
選
手
権
実
行
委
員
会
事
務
局

（

地
域
経
済
振
興
課
内
）
☎
30-

６

１
１
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

９
６
７

６
番　

※
応
募
用
紙
は
、

地
域

経
済
振
興
課
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
応
募
要

項
も
窓
口
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
内
容
を
確

認
い
た
だ
き
、
窓
口
か
郵
送
ま
た

私は友人にぐちをこぼしました。ため息をつい
た私は友人に「日本人と話すと何をしゃべってい
ても、結局ブラジルのこと、外国のこと、私が外
国人であることの話になる」と伝えました。

友人は「それは、ナターリャとどういう話をす
ればよいか分からないだけじゃないの？あなたが
外国人だからこそ、外国のことに詳しいと思って
いるとか」と説明し、私を一生懸命励まそうとし
てくれました。少しは納得しましたが、当時のもや
もやした気持ちを今でも忘れることができません。

海外やブラジルの話をすることは好きです。好
きな話題で、できるだけ皆さんに国際理解につい
て考えるきっかけが作れたらと思っています。し
かし同時に、仕事でもプライベートでもずっと同
じことを話しているような気がしています。たわ
いもない話をしたくても日本人と普通に接するこ
とができなくて悔しい思いをすることがあります。
外国人であることを気にせず話したいです。

そんな時、私は日本の学校に通っている日系ブ
ラジル人の子どもたちのことを思い出します。ブ

ラジルでの名前を一切使わずに日本の名前に変え
て、さらに、ブラジルのことやポルトガル語が全
く分からないふりをしてブラジル人であることを
隠す子がいます。最初はその子の気持ちがうまく
理解できませんでしたが、今になって少しずつ分
かってきました。その子も私も求めていることは
一緒で、「国籍だけで私を判断しないで、普通に接
して欲しい」という願いではないかと思います。

しかし、私は自分がブラジル人であることを隠
したいと思ったことはありません。それは、ブラ
ジル人として生まれたからこそ、今の私があるか
らです。日本人とほぼ変わらない生活をして、ど
こにでもいる普通の人間ですが、日本人から「外
国人には分かるはずないだろう」と思われている
と感じてしまい、どうやって人と接したらいいか
分からなくなった時もあります。

このコーナーでは「いろいろな人と共に生きる」
「異文化とのコミュニケーション」について取り上
げてきましたが、お互いの相違点だけを強調する
と人々が同じように持っている「人間らしさ」を見
失ってしまいます。人々の異なっている点を認め
ることも大事ですが、誰でも共通点があることに
気付かないと相手を理解できないし、誰にとって
も住みやすい社会にたどり着けないとも思います。

これから、日本人との共通点を見つけたり、共
通点を作ったりしていきたいと思っています。あ
なたも、是非いろいろな人との共通点を見つけて
みてください。

【彦根市国際交流員　ナターリャ】

第13回  私だってぐちをこぼしたくなる

ナターリャ
の部屋

は
ー
と
ふ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

２
０
１
５

〈
内
容
〉「
身
近
な
人
権
に
関
わ
る

思
い
や
話
」「
人
権
を
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
き
っ
か
け
や
体
験
談
」

な
ど
、
人
権
の
大
切
さ
を
訴
え
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。　
〈
部
門
〉
▼
作
文　

８
０

０
～
１
、
２
０
０
字
以
内
、
作

文
・
詩
・
エ
ッ
セ
イ
な
ど
表
現
方

法
は
自
由　

▼
標
語　

用
紙
は
自

由　

▼
ポ
ス
タ
ー　

38
㎝
×
54

㎝
（
画
用
紙
四
つ
切
）、用
紙
の
向
き

（
縦
・
横
）
は
自
由　

※
人
権
啓
発

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
盛
り
込
ん
で
く

だ
さ
い
。　
〈
対
象
〉
市
内
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
〈
応
募
期

間
〉
７
月
１
日
㈬
〜
12
月
10
日
㈭

（
郵
送
の
場
合
、最
終
日
の
消
印
有
効
）

〈
表
彰
〉
平
成
28
年
２
月
（
各
部
門

ご
と
に
特
選
、
入
選
作
品
を
選
考
し
て

表
彰
式
を
行
い
ま
す
。）　
〈
そ
の
他
〉

入
賞
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
作

品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

入
賞
作
品
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま

す
。
作
品
の
一
部
を
修
正
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
受
賞
後
、
未
発

表
作
品
で
な
い
こ
と
が
判
明
し
た

場
合
、
受
賞
取
り
消
し
に
な
り
ま

す
。　
〈
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

人
権
政
策
課
は
ー
と
ふ
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
２
０
１
５
募
集
係
（
〒
５

２
２
‐
８
５
０
１　

元
町
４
‐
２
）
☎

30-

６
１
１
５
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８

５
７
７
番　

※
作
品
に
①
題
名
②

住
所
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④
電
話

番
号
を
書
い
て
、
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。
市
内
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
、
高
校
、
各
種
団
体
、

事
業
所
を
通
じ
て
応
募
す
る
場
合

は
、
学
校
（
園
）
名
、
団
体
（
事
業

所
）
名
を
書
い
て
、
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
応
募
点
数
は
、
作
文
・

標
語
・
ポ
ス
タ
ー
の
各
部
門
ご
と

に
１
人
１
点
で
す
。

戦
没
者
遺
児　

慰
霊
友
好
親
善
事
業

〈
内
容
〉
先
の
大
戦
で
父
な
ど
が

戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊

追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
現
地
の

人
々
と
の
友
好
親
善
を
図
り
ま

す
。　
〈
対
象
〉
戦
没
者
の
遺
児　

〈
実
施
地
域
〉
旧
満
州
、
西
部
・
東

部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、旧
ソ
連
、マ
リ

ア
ナ
諸
島
、
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー

半
島
、
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な

ど　

※
地
域
、
日
程
、
定
員
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

滋
賀
県
遺
族
会
事
務
局
☎
０
７
７

-

５
２
２-

７
２
２
７
番

は
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

指
定
管
理
者
の
募
集

〈
内
容
〉
彦
根
市
で
は
現
在
、
33

の
「
公
の
施
設
」
で
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
一
部

の
施
設
が
、
平
成
27
年
度
末
で
指

定
期
間
を
満
了
し
ま
す
の
で
、
指

定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。　
〈
募

集
を
予
定
し
て
い
る
施
設
な
ど
〉

左
表
の
と
お
り　
〈
そ
の
他
〉
応

募
方
法
、
応
募
期
間
、
申
請
書
類

な
ど
詳
し
く
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
順
次
掲
載
し
て
い
き
ま

す
。　
〈
指
定
管
理
者
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
先
〉
企
画
課
☎
30-

６
１
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３

９
８
番　

※
施
設
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
各
担
当
課
に
お
願
い
し

ま
す
。

施設名

　南老人福祉センター

　南デイサービスセンター

　北老人福祉センター

　北デイサービスセンター

　佐和山デイサービスセンター

いろは松駐車場

二の丸駐車場

桜場駐車場

大手前駐車場

本町駐車場

松原水泳場駐車場

京橋口駐車場

問い合わせ先

　

　介護福祉課☎23-9660
　

　

　観光企画課☎30-6120
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※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 な ど

映画上映会
「僕がジョンと　
　呼ばれるまで」

7月10日㈮
10：30～12：30
13：30～15：30
16：00～18：00
19：00～21：00

ひこね市文化プラザ
（　野　瀬　町　）

エ コ ー ホ ー ル

アメリカの介護施設で、認知症になった人が記憶を取り戻
した奇跡のドキュメンタリー映画です。
定員：各346人（先着順）
費用：当日1,500円　前売1,000円
申込方法：電話かメールで申し込んでください。
ホームスイートホーム本部（片山さん）☎29-0318　
FAX20-6885、Eメール hoswhohonbu@homesweethome.jp

ひ こ ね で 朝 市 7月19日㈰
8：00～12：00

滋賀県護国神社境内
（ 尾 末 町 ）

「食の安全」「地産地消」「手作り」を掲げ、地場野菜、豆
腐、醤油、湖魚料理などを販売します。
ひこねで朝市実行委員会（ひこね市民活動センター内）
☎24-4461、Eメール hikonedeasaichi55@gmail.com

彦根市精神障害者家族会
「 集 ま ろ う 会 」

7月21日㈫
13：30～16：00

精神障害者の家族が集まり、情報交換や学習会をします。
　障害福祉課☎27-9981、FAX26-1767

　障害者福祉センター
（ 平 田 町 ）

元気21歩こう会 7月21日㈫
9：00～11：00

集 合 場 所
千 鳥 ケ 丘 公 園
（ 平 田 町 ）

七曲がりの標識を探しましょう。
費用：100円（保険代など）
「ひこね元気クラブ21」事務局（　健康推進課内）
☎080-2944-4281、FAX24-5870　

滋賀大マルシェ
環境こだわり農産物
夏 の 収 穫 祭

7月10日㈮
11：30～13：30

滋 賀 大 学
（ 馬 場 一 丁 目 ）
生 協 前 広 場

県内の生産者が、環境こだわり農産物や心をこめて育てた新
鮮で安全な野菜、果物、加工品等を販売します。（小雨実施）
滋賀大学社会連携研究センター☎27-1141

街 中 サ ロ ン 7月8日㈬、同25日㈯
10：00～15：00

川地工務店「minto」
（ 長 曽 根 南 町 ）

知的障害や発達障害のある人やその家族が、悩みなどを話して
情報交換をする場です。成人期の人の参加もお待ちしています。
NPO法人彦根育成会☎24-8624、ＦＡX26-1747

患者のための
滋賀県乳がん総会

7月12日㈰
13：00～16：30

ピ ア ザ ホ ー ル
（大津市におの浜）

専門家が話す乳がん治療の基調講演や、パネルディスカッショ
ンを行います。
定員：400人（先着順）
乳がん患者会あけぼの滋賀☎080-6141-4151　
FAX077-577-4151

介護家族のつどい
「おでかけほっこり」

7月11日㈯
13：30～15：30

稲 枝 地 区 公 民 館
（ 本 庄 町 ）

認知症などの家族を抱える介護者同士のつどいを場所を変え
て行います。認知症のほかに介護の悩みなど一緒にお話しし
ましょう。
費用：200円（茶菓子代、初めて参加の人は無料）
　医療福祉推進課☎24-0828、FAX24-5870

ファミリーコンサート 7月12日㈰
14：00～、15：00～

いなえ少年少女合唱団による演奏会を楽しんでいただきま
す。
　子どもセンター☎28-3645、FAX28-3646

　 子 ど も セ ン タ ー
（ 日 夏 町 ）
ホ ー ル

介護家族のつどい
「 ほ っ こ り 」

介護家族のつどい
「ほっこり・らぶ」

7月14日㈫
13：30～15：30

く す の き セ ン タ ー
（市立病院敷地内）
2階医療福祉推進ルーム

認知症などの家族を抱える介護者同士が、日頃の思いを共有
したり、情報交換をしたりする会です。気軽にご参加ください。
費用：200円（茶菓子代、初めて参加の人は無料）
　医療福祉推進課☎24-0828、FAX24-5870
若年認知症などの家族を抱える介護者同士が、日頃の思いを共有
したり、情報交換などをしたりする会です。気軽にご参加ください。
費用：200円（茶菓子代、初めて参加の人は無料）
　医療福祉推進課☎24-0828、FAX24-5870

みずほ寄席vol.12
夕 涼 み 落 語 会

7月24日㈮
18：30

(開場：18:00)

みずほ文化センター
（ 田 原 町 ）
練 習 室

出演：【落語】桂咲之輔、笑福亭生寿、森乃石松
　　　【漫才】ボルトボルズ
定員：80人（先着順）
費用：前売500円、当日600円（全席自由）
販売所：アル・プラザ彦根、ビバシティ平和堂、ひこね
市文化プラザほか

みずほ文化センター☎43-8111、FAX43-8112

人形劇団むすび座公演
「 父 と 暮 せ ば 」

8月5日㈬
19：00

(開場：18:30)

原爆で父を失い苦悩する娘と、その娘の元に現れた「生き
ている死者」である父との四日間のお話です。人形劇なら
ではの斬新な手法で井上ひさしの名作戯曲をお届けします。
定員：200人（先着順）
費用：前売1,000円、当日1,200円（全席自由）
販売所：アル・プラザ彦根、ビバシティ平和堂、ひこね
市文化プラザほか

みずほ文化センター☎43-8111、FAX43-8112

子ども日本語スピーチ・
暗 唱 大 会 i n 彦 根

7月5日㈰
13：00～15：00

大学サテライトプラザ
（ 大 東 町 ）
アル・プラザ彦根6階

「外国につながる小中学生」が、教科学習・日本語学習
の成果を発表します。
彦根ユネスコ協会事務局☎24-7974、FAX23-9190

みずほ文化センター
（ 田 原 町 ）
ホ ー ル
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４
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５
０
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広報ひこね 6 月 15 日号 16 ページにある「キッズサマークール」のタイトルは、「キッズサマースクール」
の誤りでした。おわびして訂正します。おわびと訂正

俳
句

書
初
の
力
強
さ
や
墨
光
る

ク
レ
ー
ン
車
の
首
折
り
曲
げ
て
盆
休
み

歩
か
ね
ば
詠
ま
ね
ば
城
の
梅
日
和

短
歌

糖
分
の
と
り
す
ぎ
注
意
前
置
き
に

　

大
福
餅
を
持
ち
て
娘こ

の
来
る

春
耕
を
待
つ
田
に
陽
炎
百
馬
力
の

　

わ
が
家
の
ト
ラ
ク
タ
ー
も
う
目
覚
め
ゐ
る

カ
ラ
フ
ル
な
バ
ー
ゲ
ン
に
疲
れ
片
隅
の

　

久
留
米
絣
に
亡は

母は

な
つ
か
し
む

川
柳

踏
ま
れ
て
も
此
処
が
い
い
の
と
つ
く
し
ん
ぼ

一
人
ご
と
言
う
て
い
る
内
涙
で
る

生
き
て
い
る
つ
も
り
だ
種
を
撒
い
て
お
く

冠
句

ス
カ
イ
ブ
ル
ー　

雄
雄
し
く
聳
ゆ
彦
根
城

為
せ
ば
成
る　

未
踏
の
峰
に
歩
を
し
る
す

思
い
や
り　
ゆ
づ
る
心
の
美
し
さ

詩春
節

回
り
灯
籠

笑
い
に
変
え
て

随
筆
・
評
論

約
束
ご
と

思
い
を
縫
う

両
親
の
姿
か
ら

小
説

（
該
当
な
し
）

多
田　

和
代 

さ
ん
（
本
町
一
丁
目
）

是こ
れ

沢さ
わ　

卓  

さ
ん
（
大
藪
町
）

石
田　

そ
と
ゑえ 

さ
ん
（
平
田
町
）

河
分　

武
士 

さ
ん
（
堀
町
）

中
道　

節
子 

さ
ん
（
野
洲
市
）

木
村　

諄
じ
ゅ
ん

子こ 

さ
ん
（
長
浜
市
）

川
辺　

由よ
し

子こ 

さ
ん
（
京
町
一
丁
目
）

谷
口　

繁し
げ

子こ 

さ
ん
（
鳥
居
本
町
）

河
分　

武
士
さ
ん
（
堀
町
）

河
合　

仙せ
ん

治じ 

さ
ん
（
普
光
寺
町
）

大
谷　

み
つ
子 

さ
ん
（
田
附
町
）

今
堀　

敏
子 
さ
ん
（
新
海
町
）

花
井　

守も
り

人と

さ
ん
（
西
今
町
）

齋
藤　

友
佳
子 

さ
ん
（
東
近
江
市
）

谷
口　

明
美 

さ
ん
（
西
今
町
）

脇
坂　

修お
さ

身み 

さ
ん
（
大
藪
町
）

三
宅　

春
代 

さ
ん
（
後
三
条
町
）

上
野　

初
子 

さ
ん
（
甲
良
町
）

入
賞
者
決
ま
る
！　

第
51
回　

市
民
文
芸
作
品

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文
化
振
興
室

　
　

 

☎
23-

７
８
１
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０
番

　 延べ 361 人の皆さんから俳句 330 点、
短歌 224 点、川柳 165 点、冠句 236 点、
詩 19 点、随筆・評論 20 点、小説 4 点、
合計998点の応募をいただきました。これ

らの中から、特選 18 点、入選 39 点、佳
作 137 点が選ばれました。

各部門の特選は、次の皆さんです。
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第227回

弘
化
３
年
（
１
８
４
６
）
は
、
井

伊
直な

お

弼す
け

の
境
遇
が
大
き
く
変
わ
っ

た
年
に
あ
た
り
ま
す
。
直
弼
の
兄

で
、
彦
根
藩
の
世せ

い

子し

で
あ
っ
た
直な

お

元も
と

が
死
去
し
、
か
わ
り
に
直
弼
が

世
子
と
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
の

で
す
。
天
保
２
年
（
１
８
３
１
）
か

ら
尾
末
町
屋
敷
（
埋う

も
れ
ぎ
の
や

木
舎
）
で
過
ご

し
、
す
で
に
32
歳
と
な
っ
て
い
た

直
弼
に
と
っ
て
、
思
い
も
よ
ら
ぬ

出
来
事
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

彦
根
か
ら
江
戸
に
移
っ
た
直
弼

は
、
同
年
２
月
28
日
、
当
主
直な

お

亮あ
き

と
と
も
に
江
戸
城
に
登
城
し
、
将

軍
徳
川
家
慶
へ
の
拝は

い

謁え
つ

を
果
た
し

ま
し
た
。
直
弼
は
翌
日
、
犬い

ぬ

塚づ
か

外げ

記き

に
宛
て
て
書
状
を
認し

た
た

め
て
い
ま

す
。
犬
塚
は
、
当
時
直
弼
が
も
っ

と
も
信
頼
し
て
い
た
藩
士
で
し
た
。

彼
へ
の
書
状
に
は
、
井
伊
家
を
継

ぐ
者
と
し
て
、
将
軍
に
対
面
し
た

直
弼
の
率
直
な
心
境
が
つ
づ
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
日
直
弼
は
、
将
軍
に
拝
謁

し
た
の
ち
、
将
軍
世
子
家い

え

定さ
だ

と
も

対
面
し
、
さ
ら
に
老
中
・
若

年
寄
の
も
と
を
回
り
ま
し

た
。
直
弼
は
一
連
の
勤
め
を

問
題
な
く
済
ま
せ
た
よ
う
で

す
。
直
弼
は
こ
の
と
き
の
心

境
に
つ
い
て
、「
実
は
こ
の
間

じ
ゅ
う
大
い
に
心
配
」
し
て

い
た
と
述
べ
、
直
亮
の
世
話

の
お
か
げ
で
無
難
に
勤
め
る

こ
と
が
で
き
、「
重
荷
を
お
ろ

し
候

そ
う
ろ
う

心
持
ち
」
で
、「
大
い

に
安
心
」
し
た
と
続
け
て
い

ま
す
。

追
伸
で
は
、
登
城
す
る
た

め
に
供
を
連
れ
て
門
を
出
た

と
き
、
こ
の
よ
う
な
供
を
連

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を

不
思
議
に
思
い
、
世
子
に
取

り
立
て
て
も
ら
っ
た
高
恩
は

身
に
余
る
も
の
で
、
駕か

籠ご

の

中
で
落
涙
し
た
と
述
べ
て
い

ま
す
。さ
ら
に
、世
子
に
な
っ

て
か
ら
は
多
忙
に
な
り
、
夜

は
と
て
も
く
た
び
れ
、
早
々

に
眠
っ
て
し
ま
う
が
、
あ
り

が
た
い
こ
と
な
の
で
、
精
一
杯
勤
め
る
心

得
だ
と
も
記
し
て
い
ま
す
。

世
子
と
な
っ
た
直
弼
の
胸
中
に
、
実
に

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
去
来
し
て
い
た
こ
と

が
読
み
取
れ
ま
す
。
将
軍
へ
の
拝
謁
を
果

た
す
こ
と
は
、
将
軍
と
主
従
関
係
を
結
び
、

井
伊
家
の
世
継
ぎ
と
し
て
正
式
に
認
め
ら

れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
江
戸
城

内
で
の
作
法
は
細
か
く
定
め
ら
れ
て
い
た

た
め
、
自
分
の
振
る
舞
い
次
第
で
は
、
名

門
井
伊
家
の
名
に
傷
を
つ
け
る
こ
と
に
も

な
り
か
ね
ず
、
直
弼
に
か
か
る
重
圧
は
計

り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
無
事
に
勤
め
を
終
え
、
重
荷
を
お
ろ

し
た
気
持
ち
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
ば
か

ら
は
、
江
戸
城
で
の
勤
め
に
対
す
る
緊
張

感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

江
戸
城
登
城
に
あ
た
っ
て
、
城
内
で
の

作
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
な
ど
、
藩
内
で

は
事
前
に
入
念
な
準
備
が
求
め
ら
れ
ま
し

た
。
加
え
て
、
新
し
く
世
子
に
な
っ
た
こ

と
で
、
藩
士
と
の
関
係
を
築
く
必
要
も
あ

り
ま
し
た
。
直
弼
は
多
忙
な
日
々
に
疲
れ

て
い
る
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
に

は
こ
の
よ
う
な
藩
内
で
の
勤
め
を
指
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
自
身
を
取
り
巻

く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
未
経
験
の
事

柄
ば
か
り
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も

直
弼
は
、
精
一
杯
勤
め
を
果
た
そ
う
と
い

う
、
前
向
き
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
ま
す
。

将
軍
拝
謁
を
果
た
し
、
直
弼
は
井
伊
家

当
主
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
以
降
、
直
弼
は
信
頼
す
る
藩
士
た
ち

に
向
け
て
、
直
亮
の
治
世
に
対
す
る
意
見

を
述
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
藩
政
へ
の

問
題
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
井
伊
家

を
継
ぐ
日
に
向
け
て
、
着
実
に
歩
み
を
進

め
て
い
く
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

松
浦
智
博
）

直
弼
、
井
伊
家
当
主
へ
の
第
一
歩

写
真
の
古
文
書
は
、
７
月
10
日

㈮
か
ら
８
月
18
日
㈫
ま
で
、
シ

リ
ー
ズ
直
弼
の
こ
こ
ろ　

テ
ー

マ
展
「
井
伊
直
弼
の
こ
と
ば
―

手
紙
に
あ
ら
わ
れ
た
人
柄
―
」

で
展
示
し
ま
す
（
期
間
中
無
休
）。

▶
井
伊
直
弼
書
状　

犬
塚
外
記
宛

7月の休館日　6日㈪、13日㈪、21日㈫、27日㈪

チケットのお申し込み、お問い合わせは
チケットセンター　☎27-5200　(9：00～19：00)
インターネットでも購入いただけます。http://bunpla.jp/

【各公演　発売初日の予約の取り扱いについて】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

ひこね市文化プラザ友の会会員募集中！　詳しくは☎26-8601へ
ひこね市文化プラザサポーターズ（運営ボランティア）募集中！

チ
　
　
　
ケ
　
　
　
ッ
　
　
　
ト
　
　
　
発
　
　
　
売
　
　
　
情
　
　
　
報

◎表記のチケット価格は、すべて税込価格です。
◎高齢者は65歳以上です。学生、高齢者、障害者はひこね市文
化プラザチケットセンター窓口のみの販売となります。証明
できるものをご本人が提示してください。

自由

指定

7月18日㈯ 昼の部12：30  夜の部16：30グランドホール

　　
　

　　　出演：中村橋之助、中村国生、中村児太郎、
　　　　　　松本錦吾、坂東秀調、大谷友右衛門　ほか

　【発売中】
一　般　一等席7,000円　二等席5,000円　三等席3,000円
友の会　一等席6,500円　二等席4,500円　三等席2,500円
高齢者・障害者・学生（大学生以下） 
　　　　一等席6,700円　二等席4,700円　三等席2,700円

                                               
    ※未就学児入場不可

9月 12日㈯17:00　グランドホール
平原綾香 CONCERT TOUR 2015～Prayer～

【発売中】
一般 6,800円  友の会 6,120円　
高齢者・障害者・学生（大学生以下）
6,500円

※未就学児入場不可

ひこねフラッシュモブ2015/ダンスワークショップ
子どもも大人もどなたでも、集まり踊れば、心おどる、ひこねも
おどる！！

《フラッシュモブ》
8月8日㈯１回目17:00/2回目18：00
場所　四番町スクエア（本町一丁目）
条件　ダンスワークショップ2回に参加　ゆかた持参

《ダンスワークショップ》
7月12日㈰、26日㈰いずれも13：00～15：00
場所　ひこね市文化プラザ（野瀬町）
定員　60人（先着順）【申込受付中】
費用　1,000円
※18歳未満は、参加に保護者の
　同意が必要。小学生以下は保護者と参加。
講師　北村 成美さん（ダンサー・振付家）

7月7日㈫まで　　　
大坂の陣400年「彦根藩士たちの大坂夏の陣」
徳川方・豊臣方の最終決戦となった大坂夏の陣において、

井伊直孝率いる「井伊の赤備え」部隊の活躍は徳川方勝利
の原動力となりました。本展では、「赤備え」を構成する彦
根藩士達の姿を紹介します。

特
　
集
　
展
　
示

彦根藩井伊家の軍装は、朱で統一した「井
伊の赤備え」で広く知られています。本展で
は、初代直政に始まる歴代とその子弟の甲冑
の数々を公開。井伊家伝来の甲冑が見せる
堂々とした姿をご覧ください。

テ
　
ー
　
マ
　
展

▶
二
代
直
孝
所
用
具
足

◀
別
段
存
寄
書
下
書

-滋賀県指定有形文化財　指定記念-
7月7日㈫まで　　　
「彦根藩井伊家歴代の甲冑」

かっ   ちゅう

ギャラリートーク 　
7月11日㈯　11：00～11：30、14：00～14：30
※事前申込：不要　場所：展示室1

ほ
会

ほ
会

んんものの
”

“

いの出のと

常設展示「“ほんもの”との出会い」
では、譜代大名筆頭・井伊家に伝来し
た名宝を中心に80点あまりを展示し
ています。

常
　
設
　
展
　
示
　
の
　
名
　
品

7月8日㈬～9月14日㈪ 

篳篥
ひち　りき

指定

開館時間　８：30～17：00（入館は16：30まで）

URL   http://hikone-castle-museum.jp/

シリーズ　直弼のこころ
7月10日㈮～8月18日㈫　　
「井伊直弼のことば ―手紙にあらわれた人柄―」

彦根藩主として、また大老として活躍した井伊直弼は、幕末の
政治情勢や日々の暮らしについて、自らの考えをつづっています。
本展では、手紙や意見書に残された彼自身のことばから、直弼の
人柄を探ります。

観覧料が必要

日本古来の音楽、雅楽の楽器のひとつ。
竹のリードを差して奏でる竹製の縦笛で、
主旋律を司ります。この作品の箱は、江戸
時代に奈良の正倉院を修理したときに撤
去した垂木が用いられています。

9月 22日（火・休）14:00　エコーホール
彦根ゆかりのアーティストシリーズⅡ
ワンコインコンサート シベリウス生誕150周年
出演：髙岸 卓人ほか

【7月 4日㈯発売】
一般　500円　友の会 400円　
高齢者・障害者・学生（大学生以下）450円

11月 7日（土）17：30　グランドホール
劇団四季「クレイジー・フォー・ユー」
【7月 25日㈯発売】
一般　SS 席8,000 円　S 席6,000 円　A席5,000 円　
高齢者・障害者・学生（大学生以下）
SS 席7,700 円　S 席5,700 円　A席4,700 円　
【7月 12日㈰発売】
友の会　SS 席7,200 円　S 席5,400 円　A席4,500 円　

※未就学児入場不可

指定
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夏
の
風
物
詩
と
い
え
ば
花
火
で
す
。
こ

の
時
期
、
自
宅
の
庭
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
で

花
火
を
楽
し
む
機
会
が
増
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
た
ち
は
、
普
段
と
違
っ
て
夜
に

外
で
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
て

楽
し
い
も
の

で
す
。
し
か

し
、
こ
の
楽

し
い
花
火
も

使
用
方
法
や

注
意
事
項
を

守
ら
な
い
と

大
き
な
火
災

に
つ
な
が
り

ま
す
。

■
花
火
が
原
因
で
起
こ
っ
た
火
災

▼
路
上
で
打
ち
上
げ
花
火
を
上
げ
て
い
た

と
こ
ろ
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ベ
ラ
ン
ダ
に

置
い
て
い
た
衣
類
に
火
の
粉
が
か
か
り
、

マ
ン
シ
ョ
ン
が
火
災
に
な
っ
た
。

▼
子
ど
も
が
花
火
を
手
に
持
っ
て
振
り
回

し
た
と
こ
ろ
、
近
く
に
い
た
人
の
服
に

燃
え
移
っ
た
。

▼
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
の
火
の
粉
が
飛
び
、
雑

草
に
燃
え
移
り
火
災
と
な
っ
た
。

花
火
が
原
因
の
火
災
に
共
通
し
て
い
る

こ
と
は
、
少
し
注
意
し
て
い
れ
ば
、
火
災

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

■
安
全
に
花
火
で
遊
ぶ
ポ
イ
ン
ト

①
花
火
の
取
り
扱
い
説
明
書
を
よ
く
読
ん

で
、
花
火
を
人
に
向
け
た
り
、
燃
え
や

す
い
も
の
の
近
く
で
花
火
を
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
花
火
を
し
な
い
、

さ
せ
な
い
。
大
人
が
付
き
添
い
ま
し
ょ

う
。

③
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
準
備
し
て
、
遊

び
終
わ
っ
た
花
火
や
途
中
で
消
え
た
花

火
は
水
に
つ
け
て
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

④
風
が
強
い
と
き
や
、
空
気
が
乾
燥
し
て

い
る
時
は
、
花
火
で
遊
ば
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

⑤
花
火
に
火
を
つ
け
る
時
は
、
正
し
い
位

置
と
方
法
で
点
火
し
て
く
だ
さ
い
。
ラ

イ
タ
ー
や
マ
ッ
チ
は
使
わ
ず
、
ロ
ー
ソ

ク
や
線
香
で
点
火
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

風
が
弱
い
日
で
も
、
花
火
に
火
を
つ
け

る
と
き
は
、
体
を
風
上
に
し
て
風
下
の

人
に
火
の
粉
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
火
花
が
噴
き
出
す
筒
物
花
火
は
、
途
中

で
火
が
消
え
て
も
筒
の
中
を
の
ぞ
か
な

い
で
く
だ
さ
い
。
突
然
火
花
が
噴
出
し
、

大
け
が
を
負
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑦
花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
人
と
ぶ
つ
か
っ
た
は
ず
み
な
ど

で
花
火
に
火
が
つ
い
て
、
や
け
ど
を
負

う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

⑧
花
火
を
分
解
し
た
り
、
火
薬
を
集
め
た

り
、
違
う
種
類
の
火
薬
と
混
ぜ
た
り
す

る
こ
と
は
非
常
に
危
険
で
す
。
絶
対
に

止
め
ま
し
ょ
う
。

■
花
火
は
迷
惑
に
な
ら
な
い
場
所
と
時
間

と
後
始
末
を

深
夜
に
花
火
を
し
た
り
、
花
火
で
遊
ん

だ
後
の
後
片
付
け
を
し
な
い
な
ど
、
周
辺

住
民
へ
の
迷
惑
行
為
が
横
行
し
て
い
ま
す
。

夏
の
楽
し
い
思
い
出
に
す
る
た
め
に
も
、

時
と
場
所
を
選
ん
で
、
花
火
の
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
ラ
イ
タ
ー
に
よ
る
火
災
・
事
故
か
ら
子

ど
も
を
守
ろ
う

近
年
、「
ラ
イ
タ
ー
の
火
遊
び
」
に
よ
る

火
災
が
原
因
で
多
く
の
子
ど
も
が
犠
牲
に

な
っ
て
い
ま
す
。
総
務
省
消
防
庁
が
行
っ

た
全
国
の
実
態
調
査
に
よ
る
と
、
火
遊
び

に
よ
る
火
災
の
う
ち
、
半
数
に
ラ
イ
タ
ー

が
使
わ
れ
、
そ
の
約
９
割
が
「
使
い
捨
て

式
ラ
イ
タ
ー
」
で
し
た
。
特
に
５
歳
未
満

の
子
ど
も
が
火
遊
び
を
し
た
場
合
は
、
死

傷
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

彦根市消防本部予防課☎22-0332・FAX22-9427

し
た
。

■
ラ
イ
タ
ー
へ
の
興
味

火
遊
び
に
よ
る
火
災
の
原
因
の
一
つ
と

し
て
、
子
ど
も
の
手
の
届
く
場
所
に
ラ
イ

タ
ー
を
置
い
て
い
た
た
め
に
、
子
ど
も
が

い
た
ず
ら
を
し
て
火
災
が
発
生
し
た
ケ
ー

ス
で
す
。
火
の
怖
さ
を
知
ら
な
い
子
ど
も

に
と
っ
て
、
ラ
イ
タ
ー
は
魔
法
の
よ
う
に

火
を
点
け
る
こ
と
が
で
き
る
格
好
の
お
も

ち
ゃ
で
す
。
子
ど
も
の
手
の
届
か
な
い
場

所
で
ラ
イ
タ
ー
を
管
理
す
る
こ
と
は
大
人

の
義
務
で
す
。

■
火
遊
び
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

①
ラ
イ
タ
ー
な
ど
は
子
ど
も
の
目
の
届
か

な
い
場
所
、
手
の
届
か
な
い
場
所
で
保

管
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
描
か
れ
た
物
な
ど
、
子
ど
も
が
興
味

を
抱
く
よ
う
な
物
は
特
に
保
管
場
所
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

②
子
ど
も
は
火
の
取
り
扱
い
が
で
き
て
も
、

火
が
持
つ
危
険
性
を
理
解
で
き
て
い
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
火
を
使
用
す
る
と

き
は
大
人
が
付
き
添
い
ま
し
ょ
う
。

③
子
ど
も
の
火
遊
び
を
見
か
け
た
ら
注
意

し
て
止
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
は

火
遊
び
に
ス
リ
ル
と
興
奮
を
覚
え
る
と
、

行
動
が
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
て
い

き
ま
す
。

④
子
ど
も
に
は
幼

少
期
か
ら
火
災

の
怖
さ
や
危
険

性
を
教
え
ま

し
ょ
う
。

入
居
期
間
が
３
ヶ
月
以
内
で

退
去
す
る
場
合
は
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
に
よ
っ
て
日
割
家
賃

に
相
当
す
る
額
を
差
引
い
て
残

り
は
返
金
す
る
こ
と
が
法
律
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の

場
合
は
、
３
ヶ
月
を
過
ぎ
て
い

ま
す
の
で
、
返
金
額
は
契
約
書

に
記
載
さ
れ
た
内
容
が
基
本
と

な
り
ま
す
。

契
約
前
に
は
、
重
要
事
項
説

明
書
と
入
居
契
約
書
の
内
容
に

つ
い
て
十
分
に
理
解
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
部

屋
の
原
状
回
復
費
用
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
通

常
の
使
用
に
よ
る
壁
紙
の
汚
れ

な
ど
に
つ
い
て
は
事
業
者
負
担

が
原
則
で
す
。
入
居
者
の
故
意
・

過
失
に
よ
る
汚
れ
や
キ
ズ
な
ど

に
つ
い
て
は
、
修
繕
費
等
を
請

求
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

困
っ
た
時
や
わ
か
ら
な
い
時

は
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

彦
根
市
消
費
生
活
相
談
窓
口　

☎
30-

６
１
４
４
番
（
平
日
午
前

９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
同
４

時
15
分
）

母
が
、
８
ヶ
月
前
老
人
ホ
ー
ム
へ
入
所
し
た
が
、
ひ
と
月
ほ

ど
前
か
ら
病
気
で
身
体
が
不
自
由
に
な
っ
て
い
た
。担
当
医
か

ら
入
居
中
の
老
人
ホ
ー
ム
で
の
生
活
は
難
し
い
の
で
は
な
い

か
と
言
わ
れ
、別
の
施
設
に
移
る
こ
と
に
な
っ
た
。
入
居
中
の

老
人
ホ
ー
ム
に
退
去
す
る
こ
と
を
伝
え
る
と
、「
入
居
一
時
金

か
ら
部
屋
の
修
繕
費
用
と
解
約
料
を
差
引
く
の
で
、返
金
額
は

ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
納
得
で
き
な
い
。

第7
8回

老
人
ホ
ー
ム
の
入
居
契
約
内
容
を

事
前
に
確
認　

市
内
で
最
近
起
こ
っ
た
相
談
事
例
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
ご
み

分
別
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

問　

埋
立
ご
み
の
対
象
は
ど
の
よ

う
な
物
で
す
か
？

答　

燃
や
せ
な
い
も
の
、
資
源
に

な
り
に
く
い
も
の
、
複
合
の
材

質
で
で
き
た
製
品
な
ど
が
対
象

で
す
。
例
え
ば
、
陶
器
や
ガ
ラ

ス
、「
プ
ラ
マ
ー
ク
」
の
つ
い

て
い
な
い
硬
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
な
ど
が
対
象
で
す
。
た
だ

し
、
硬
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

の
う
ち
、
18
リ
ッ
ト
ル
の
ポ
リ

タ
ン
ク
以
上
の
大
き
さ
の
も
の

は
「
粗
大
ご
み
」
に
な
り
ま
す
。

問　

ラ
イ
タ
ー
は
「
埋
立
ご
み
」

で
出
し
て
い
い
の
？

答　

ラ
イ
タ
ー
は
、
埋
立
ご
み
と

一
緒
に
捨
て
て
し
ま
う
と
、
ご

み
収
集
車
の
火
災
の
原
因
と
な

り
危
険
で
す
。

生
活
環
境
課

や
支
所
・
出
張
所
な
ど
に
設
置

し
て
あ
る
専
用
回
収
箱
に
持
ち

込
む
か
、
透
明
な
小
袋
に
入
れ

て
埋
立
ご
み
の
日
に
、
専
用
袋

に
入
れ
ず
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
ど
こ
に
捨

て
た
ら
い
い
の
？

答　

近
く
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収

ボ
ッ
ク
ス
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

出
す
時
は
キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル

を
外
し
て
、
軽
く
水
洗
い
を
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
紙

製
の
ラ
ベ
ル
な
ど
で
、
剥
が
し

に
く
い
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
出

し
て
い
た
だ
い
て
問
題
あ
り
ま

せ
ん
。
回
収
ボ
ッ
ク
ス
は
常
設

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
い
つ
で

も
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
剥
が
し

た
ラ
ベ
ル
や
キ
ャ
ッ
プ
は
ど
の

よ
う
に
捨
て
た
ら
い
い
の
？

答　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル
や

キ
ャ
ッ
プ
は
「
容
器
包
装
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
」
と
な
り
ま
す
。
指

定
専
用
袋
に
入
れ
て
、
回
収
日

に
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

ご
み
分
別
講
座埋

立
ご
み
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
編

花
火
を
楽
し
く
安
全
に
！

●
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  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870
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  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870

伊
藤
杏あ

づ

き月
ち
ゃ
ん

（
大
藪
町
）

大
西
詩う

た

の楽
ち
ゃ
ん

（
八
坂
町
）

八
木　

彩あ
や

夏か

ち
ゃ
ん

（
高
宮
町
）

☆管理栄養士による食生活改善アドバイス☆

健診結果を確認されましたか？血圧、血糖値、
中性脂肪などが高かった人は、ぜひこの機会に
一緒に食生活を見直してみませんか。

日時　8月3日㈪、同 21 日㈮ 9：00 ～、10：
30 ～〈予約制、各１人〉

場所　くすのきセンター２階
※上記のテーマ・日時以外にも、さまざまな栄

養相談を受け付けています。

栄 養 相 談

骨粗しょう症予防教室　

♪　美
び

骨
こ つ

レッスン　♪　
　骨粗しょう症の予防には、毎日の食事、運動など生活習
慣が大切です。この機会に参加してみませんか。
日時　7月31日㈮　9：30〜 12：00　（受付9：20〜9：30）

場所　くすのきセンター 1 階
内容　美骨ストレッチ＆カルシウムアップ食べ合わせ術

の話
定員　50 人（先着順。定員になりしだい終了）　
費用　無料
　※運動ができる服装でお越しください（上靴は不要）。
申込・問い合わせ先　電話か FAX で、 健康推進課に申

し込んでください。　※ FAX の場合は、①「美骨レッ
スン希望」②氏名③住所④生年月日⑤電話番号を書い
てください。

食中毒に注意しましょう
　食中毒は、飲食店での食事が原因と思われがち
ですが、家庭でも発生しています。食中毒を予防す
るための３原則を守って、食中毒を予防しましょ
う。
①菌をつけない
▶調理の前や、肉、魚、卵を取り扱う前後、トイ

レやおむつ交換、鼻をかんだ後や動物にふれた
後、食卓に着く前、残りの食品を扱う前には手
を洗う。

▶包丁やまな板など、調理器具は使用のたびによ
く洗い、できれば殺菌する。肉や魚、野菜は別々
の器具で調理する。

②菌を増やさない
▶食品は、できるだけ早く冷蔵庫に保存する。
▶冷蔵庫に入れても細菌は増殖するので、作った

料理は早めに食べる。
③菌をやっつける
▶食品の中心部までしっかりと加熱する（中心部を

75℃以上で１分以上）。

▶包丁、まな板、ふきんなどは、熱湯で消毒し、
よく乾燥させる。台所用殺菌剤の使用も効果的。

問い合わせ先　 健康推進課

７月は
「愛の血液助け合い運動」月間です
　
　近年、少子高齢化が進み、この 10 年で 10
代、20 代の献血者数が約 35％減少しています。
　今後、輸血を必要とする人を支えていくため
にも、若年層はもちろん、各年代層で支え合っ
ていくことが大切です。
　また、いつでも患者さんに血液を届けること
ができるように、定期的な成分献血と４００㎖
献血のご協力をお願いします。
問い合わせ先　滋賀県赤十字血液センター☎

077-564-6311、ホームページ http://shiga.
bc.jrc.or.jp/

が ん 検 診 ・ 骨 粗 し ょ う 症 検 診 （ 集 団 検 診 ）

7月1日から、2回目のがん検診（ワンコイン検診）の予約が始まります。
予約専用電話24-3719へ電話してください。

【男性の日程】

31日㈪
30日㈬
7日㈬
15日㈭
19日㈪
24日㈯

会　場

くすのきセンター
くすのきセンター
くすのきセンター
ひこね燦ぱれす
男女共同参画センター「ウィズ」

くすのきセンター

午前

胃がん 大腸
がん 肺がん検 診 日 時間帯 特定

健診

8月
9月
　　

10月

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

　21日㈮

29日㈯
12日㈯

　　15日㈫

24日㈭
26日㈯
9日㈮
22日㈭
24日㈯

28日㈬

会　場

福祉センター別館２階

くすのきセンター
くすのきセンター

福祉センター別館２階

グリーンピアひこね
くすのきセンター
男女共同参画センター「ウィズ」
福祉センター別館２階
くすのきセンター

福祉センター別館２階

午前
午後
午前
午前
午前
午後
午前
午前
午前
午前
午前
午前
午後

胃がん 大腸
がん肺がん検 診 日 時間帯 　特定

　健診乳がん 子宮頸
がん

骨粗
しょう症

【女性の日程】

8月

9月
　　

10月
●

●

●
●

●
●

●
●
●

●

●

●

●
●

●
●

●
●
●

●

●

●

●
●

●
●

●
●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

●
●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

●
●
●

●

●

●

●
●
●

●

●
●

●
●

●

▶受付時間、対象年齢、注意事項などは「平成27年度健康診査・がん検診のお知らせをご覧ください。
▶7月１日㈬は多数の申し込みが予想され、電話がつながりにくくなる場合があります。FAX や　健康推進課
窓口も利用ください。
▶特定健診では、身体計測、血圧、検尿、身体診察、血液検査などを行い、生活習慣病の予防につなげます。

血圧が高い、脂質や血糖の値が高いことは、血管の壁を
傷め、動脈硬化を進行させます。年に１回、健康診査を
受けて体の状態を知りましょう。
対象　彦根市に住民登録があり次の要件に該当する人

（年齢は、平成 28 年３月 31 日が基準）　
▶健康診査（内容は、問診、身体測定、腹囲測定、血圧測定、尿

検査、血液検査、内科診察）

①昭和 51 年 4 月 1 日〜平成 9 年 4 月 1 日生まれの
人

②昭和 15 年 4 月 2 日〜昭和 51 年 3 月 31 日生ま
れの生活保護受給者（彦根市に住民登録が無く、在住して
いる人を含む）

▶結核健康診断
　昭和 26 年 3 月 31 日以前生まれの人
▶肺がん検診
　昭和 26 年 4 月 1 日〜昭和 51 年 3 月 31 日生まれ

の人
▶肝炎ウイルス検診

① 40、45、50、55、60 歳の人で、過去に市の肝
炎ウイルス検診を受けていない人（対象者には、５月下
旬に案内を送付しています）

②①の年齢を除く 41 歳以上の人で、過去に市の肝炎
ウイルス検診を受けていない人（検診の１週間前までに
健康推進課へ電話か FAX で申し込んでください）

市 民 健 康 診 査

※7月25日㈯は、就学前の子どもの託児があります（先着順、要申込）

日時
実施日

7月25日㈯
7月29日㈬
7月31日㈮
8月　4日㈫
8月　5日㈬
8月　7日㈮

場　 　所
くすのきセンター
東 地 区 公 民 館
グリーンピアひこね
旭 森 地 区 公 民 館
佐 和 山 小 学 校
河 瀬 地 区 公 民 館

受付時間

9：30～11：00

詳しくは、広報ひこね5月15日号と同時に配布した
「平成27年度彦根市健康診査・がん検診のお知らせ」
をご覧ください。
申込・問い合わせ先　　健康推進課



〒 522-8501  滋賀県彦根市元町４番 2 号  ☎ 0749-22-1411 ㈹  FAX 0749-22-1398、ホームページ　http://www.city.hikone.shiga.jp/
彦根市では、点字および音声版広報ひこね（編集版）を発行しています。問い合わせ先： 障害福祉課☎ 27-9981、FAX26-1767
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発
行
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▶
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
大
豆
油
イ
ン
キ
を
包
含
し
た
植
物
油
イ
ン
キ
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

▶
廃
棄
す
る
場
合
に
は
古
紙
回
収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▶
こ
の
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
5
0
,6
0
0
部
作
成
し
、
１
部
当
た
り
の

単
価
は
1
1
円
（
１
円
未
満
切
り
捨
て
）
で
す
。
た
だ
し
、原
稿
作

成
・
編
集
な
ど
に
か
か
る
職
員
の
人
件
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

広
報
ひ
こ
ね

24

市民提案事業が決定！
井伊直弼公生誕２００年祭をよ

り一層盛り上げる市民提案事業と
して、次の事業が採択されました。

①開催時期②場所③主催団体
問い合わせ先　 観光企画課
   ☎ 30-6120、FAX24-9676
Webサイト  http://naosuke-200th.

com/

表
紙
の
写
真

人口と世帯数
　　　　　　平成27年6 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　（　）内は前月との比較

112,567 人  （−  89）
　55,535 人（−  75）

57,032 人（−   14）
45,644 世帯 （−   74）

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ

認
知
症
を
み
ん
な
で
支
え
る

　

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
通
し
て
、

認
知
症
と
い
う
病
気
を
持
つ
人
を

支
え
る
姿
が
見
え
て
い
ま
す
。
認

知
症
を
発
症
す
る
と
、
本
人
も
そ

の
家
族
も
、
大
き
な
不
安
を
抱
え

ま
す
。
地
域
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
人
が
病
気
を
理
解
し
、
支
え

合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
互
い
が

安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き

た
ら
ど
ん
な
に
よ
い
こ
と
で
し
ょ

う
か
。

　

認
知
症
は
脳
の「
病
気
」で
あ
り
、

誰
し
も
が
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
他
人
事
と
は
思
わ
ず
、
今
一

度
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
た

い
も
の
で
す
。

７月10日㈮
いよいよ開幕

玄宮園　鳳翔台茶婚式
① 7 月以降
②鳳翔台（玄宮園内）
③彦根ウェディング

協同組合

井伊直弼公生誕 200 年祭
次世代へ残そう　能・狂言
①10月25日㈰

（予定）
②彦根城博物館

能舞台
③彦根ほへと会

ほか 2 団体

井伊直弼公ゆかりの地を
訪ねる
① 10 〜 12 月
②彦根城周辺、ゆかりの寺院

など
③彦根ボランティアガイド協会

ジュニア歴史テナライ塾　
井伊直弼公生誕 200 年

記念作文コンクール
①作文募集 10 月 1 日〜
②埋木舎
③ NPO 法人ひこね文化デザ

インフォーラム

直弼公の生まれた 200 年前
の彦根を歩く！
①秋頃に
　6 回程度を予定
②彦根城下町一帯
③まち遺産ネット

ひこね

（仮称）〜 YOSAKOI
ソーラン学生の祭典〜

① 11 月 28 日㈯
②ひこね市文化プラザ
③ YOSAKOI ソーラン学生

の祭典実行委員会

創作落語「直弼」で生誕
200 年祭を盛り上げよう
①９〜 12 月
②市内小学校ほか
③ NPO 法人芹川

検証「直弼公と開国」
映画の現場から
① 7、8 月
②彦根城周辺、戦国丸
③彦根を映画で盛り上げる会

!"#####

井
伊
直
弼
公
生
誕
２
０
０
年
祭

記
念
パ
ス
ポ
ー
ト
販
売

２
０
０
年
祭
期
間
中
の
お
得
な
パ

ス
ポ
ー
ト
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
各
施
設
の
入
場

口
で
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

価
格　

大
人
１
，
０
０
０
円
、
小
人

（
小
・
中
学
生
）
３
５
０
円
（
い
ず

れ
も
税
込
）

観
覧
施
設
（
各
施
設
１
回
利
用
）　

彦

根
城
、
彦
根
城
博
物
館
、
玄
宮
園
、

埋
木
舎
、
夢
京
橋
あ
か
り
館
（
ま

ち
な
か
博
物
館
）

販
売
場
所　

彦
根
城
、
彦
根
城
博
物

館
、
玄
宮
園　

販
売
・
使
用
期
間　

７
月
10
日
㈮
〜

12
月
23
日
（
水
・
祝
）

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文

化
財
課
☎
26-

５
８
３
３
番
、Ｆ
Ａ

Ｘ
26-

５
８
９
９
番　

▲大人（1,000 円）のパスポート。小人（350
円）のパスポートにはひこにゃんをデザイ
ンしています。
※各施設の観覧券をそれぞれ購入するよりお
得です。


